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平成20年 第３回（定例）日 出 町 議 会 会 議 録（第２日） 

平成20年９月10日（水曜日） 

────────────────────────────────────────── 

議事日程（第２号） 

平成20年９月10日 午前10時00分開議  

         開議の宣告 

    日程第１ 決算審査報告 

         陳情の上程 

         議案質疑 

    日程第２ 発議第１号 日出町議会会議規則の一部改正について 

    日程第３ 承認第７号 平成２０年度日出町一般会計補正予算（専決第１号）について 

    日程第４ 議案第47号 平成２０年度日出町一般会計補正予算（第２号）について 

    日程第５ 議案第48号 平成２０年度日出町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

について 

    日程第６ 議案第49号 平成２０年度日出町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 

               について 

    日程第７ 議案第50号 平成２０年度日出土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号） 

               について 

    日程第８ 議案第51号 平成２０年度日出町漁業集落排水事業特別会計補正予算（第 

               ２号）について 

    日程第９ 議案第52号 平成２０年度日出町農業集落排水事業特別会計補正予算（第 

               ２号）について 

    日程第10 議案第53号 平成２０年度日出町介護保険特別会計補正予算（第１号）につ

いて 

    日程第11 議案第54号 議会の議員の報酬及び費用弁償等に関する条例等の一部改正に

ついて 

    日程第12 議案第55号 日出町墓地、納骨堂、火葬場の経営に関する条例の一部改正に

ついて 

    日程第13 議案第56号 事務の委託に関する規約の変更に関する協議について（大分市） 

    日程第14 議案第57号 事務の委託に関する規約の変更に関する協議について（別府市） 

    日程第15 議案第58号 事務の委託に関する規約の変更に関する協議について（中津市） 
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    日程第16 議案第59号 事務の委託に関する規約の変更に関する協議について（杵築市） 

    日程第17 議案第60号 事務の委託に関する規約の変更に関する協議について（由布市） 

    日程第18 議案第61号 事務の委託に関する規約の変更に関する協議について（九重町） 

    日程第19 議案第62号 日出町土地開発公社定款の改正について 

    日程第20 議案第63号 大分県交通災害共済組合規約の変更について 

    日程第21 認定第１号 平成１９年度日出町水道事業会計決算の認定及び利益剰余金の

処分について 

    日程第22 同意第５号 日出町副町長の選任について 

    日程第23 報告第２号 地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく健全化判断

比率の算定について 

    日程第24 報告第３号 地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく資金不足比

率の算定について 

         議案及び陳情の委員会付託 

    日程第25 一般質問 

         散会の宣告 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

         開議の宣告 

    日程第１ 決算審査報告 

         陳情の上程 

         議案質疑 

    日程第２ 発議第１号 日出町議会会議規則の一部改正について 

    日程第３ 承認第７号 平成２０年度日出町一般会計補正予算（専決第１号）について 

    日程第４ 議案第47号 平成２０年度日出町一般会計補正予算（第２号）について 

    日程第５ 議案第48号 平成２０年度日出町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

について 

    日程第６ 議案第49号 平成２０年度日出町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 

               について 

    日程第７ 議案第50号 平成２０年度日出土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号） 

               について 

    日程第８ 議案第51号 平成２０年度日出町漁業集落排水事業特別会計補正予算（第 

               ２号）について 
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    日程第９ 議案第52号 平成２０年度日出町農業集落排水事業特別会計補正予算（第 

               ２号）について 

    日程第10 議案第53号 平成２０年度日出町介護保険特別会計補正予算（第１号）につ

いて 

    日程第11 議案第54号 議会の議員の報酬及び費用弁償等に関する条例等の一部改正に

ついて 

    日程第12 議案第55号 日出町墓地、納骨堂、火葬場の経営に関する条例の一部改正に

ついて 

    日程第13 議案第56号 事務の委託に関する規約の変更に関する協議について（大分市） 

    日程第14 議案第57号 事務の委託に関する規約の変更に関する協議について（別府市） 

    日程第15 議案第58号 事務の委託に関する規約の変更に関する協議について（中津市） 

    日程第16 議案第59号 事務の委託に関する規約の変更に関する協議について（杵築市） 

    日程第17 議案第60号 事務の委託に関する規約の変更に関する協議について（由布市） 

    日程第18 議案第61号 事務の委託に関する規約の変更に関する協議について（九重町） 

    日程第19 議案第62号 日出町土地開発公社定款の改正について 

    日程第20 議案第63号 大分県交通災害共済組合規約の変更について 

    日程第21 認定第１号 平成１９年度日出町水道事業会計決算の認定及び利益剰余金の

処分について 

    日程第22 同意第５号 日出町副町長の選任について 

    日程第23 報告第２号 地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく健全化判断

比率の算定について 

    日程第24 報告第３号 地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく資金不足比

率の算定について 

         議案及び陳情の委員会付託 

    日程第25 一般質問 

         散会の宣告 

────────────────────────────── 

出席議員（16名） 

１番  安部 三郎君        ２番  田原 忠一君 

３番  森  昭人君        ４番  上野 公則君 

５番  後藤  佑君        ６番  白水 昭義君 

７番  佐野 故雄君        ８番  佐藤 済江君 
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９番  佐藤 隆信君        10番  荒金 啓治君 

11番  城 美津夫君        12番  佐藤 克幸君 

13番  相原 正和君        14番  笠置  弘君 

15番  笠置 久夫君        16番  佐藤 二郎君 

────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

────────────────────────────── 

欠  員（なし） 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

局長  松木俊一郎君       次長  井川 功一君 

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長 …………………… 工藤 義見君  副町長 ………………… 今宮 礼二君 

教育長 ………………… 藤田 政義君  総務課長 ……………… 田代 重勝君 

総務課長補佐 ………… 工藤都四男君  財政課長 ……………… 越智  好君 

財政課長補佐 ………… 脇  英訓君  企画振興課長 ………… 吉良 正英君 

税務課長 ……………… 塩川 三次君  住民課長 ……………… 堀田 義人君 

福祉対策課長 ………… 北野 保信君  健康増進課長 ………… 八坂  司君 

生活環境課長 ………… 畑中 博司君  商工観光課長 ………… 工藤 要一君 

農林水産課長 ………… 古屋 尋明君  都市建設課長 ………… 恵良 知広君 

上下水道課長 ………… 小石 好孝君  会計管理者 …………… 田ノ口信夫君 

農委事務局長 ………… 小石 英介君  教育委員会管理課長 … 土田 泰二君 

生涯学習課長 ………… 岩尾 昭市君  国体推進課長 ………… 小野  剛君 

代表監査委員 ………… 小石 清美君  監査事務局長 ………… 木付 和敏君 

────────────────────────────── 

午前10時04分開議 

○議長（佐藤 二郎君）  皆さん、おはようございます。引き続き、御苦労に存じます。 

────────────・────・──────────── 

開議の宣告 

○議長（佐藤 二郎君）  ただいまの出席議員は１６名でございます。定足数に達しておりますの

で、これより本日の会議を開きます。 
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 会議の議事は、お手元に配付をしております議事日程により行います。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．決算審査報告

○議長（佐藤 二郎君）  日程第１、決算審査報告を行います。 

 平成１９年度日出町水道事業会計決算について、審査の報告を求めます。代表監査委員、小石

清美君。小石君。 

○代表監査委員（小石 清美君）  皆様、おはようございます。日出町水道事業会計決算審査の御

報告を申し上げます。 

 平成２０年６月１２日、町長より審査に付されました平成１９年度日出町水道事業会計決算に

つきまして、平成２０年７月１８日より８月１８日の間、監査委員室及び浄水場におきまして白

水昭義監査委員とともに審査を行いましたので、その結果について御報告申し上げます。 

 まず、業務実績でありますが、給水戸数９,４３３戸、給水人口２万４,９２９人で、前年度に

比べ戸数で１３０戸、人口で３３２人のそれぞれ増加となっております。 

 年間総配水量は３３６万８,６４４立方メートルで、前年度に比べ１.１１％増加し、総有収水

量は前年度に比べ０.９０％増加して３０６万７,１９４立方メートル、有収率は前年度との比較

で０.１０ポイント減少し、９１.１％であります。 

 次に、執行状況でありますが、収益的収支では、収益的収入総額４億２,０６５万５,９５６円、

収益的支出総額３億６,４５４万４,３９２円で収支差引額５,６１１万１,５６４円となっており

ます。 

 次に、資本的収支では、資本的収入総額４,７８２万円、資本的支出総額３億３,５０２万

３,０６７円で、収支差引額２億８,７２０万３,０６７円の不足となっております。 

 この不足分につきましては、過年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額４２５万

１,７７９円、本年度分損益勘定留保資金１億３,００４万５,２９０円、減債積立金２,５０６万

６８９円、建設改良積立金１億２,７８４万５,３０９円をもって補てんされております。 

 また、経営成績につきましては、総収益は４億７５万２,４８４円、総費用では３億４,９８２万

５７円で、５,０９３万２,４２７円の純利益を計上いたしております。 

 次に、財政状況につきましては、資産総額が４１億２,１８７万５１５円で、前年度に比べ固

定資産で２,４３２万１,６４０円の減少、流動資産で１億１８８万４,１２７円の減少、合計で

１億２,６２０万５,７６７円の減少となっております。 

 負債総額は３,７３６万９,００７円で、前年度に比べ１,９６４万２,５８７円の減少、資本総

額につきましては４０億８,４５０万１,５０８円で、前年度に比べ１億６５６万３,１８０円の

減少、負債資本の総額では前年度に比べ１億２,６２０万５,７６７円の減少で、４１億
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２,１８７万５１５円となっております。これらは、企業債の繰上償還を有利な条件で行った結

果によるものであります。 

 また、経営状況につきましては、決算審査資料に記載してあります経営分析表のとおり、いず

れの指標も適正に推移いたしております。 

 以上、平成１９年度水道事業会計決算の概要でありますが、詳細につきましてはお手元の決算

書並びに決算審査意見書にお目通しいただきたいと存じます。 

 今後の水道事業経営は、引き続く景気の低迷による省資源対策などの社会経済情勢の中、給水

量の伸びは減少傾向にあり、一方においては企業債の償還、設備の維持・管理など多額の経費の

支出が予想されるところであります。 

 こうした中、負担公平への見地から、また財源確保のため未収金回収の促進を図るとともに、

一層の経費節減、業務の効率化により、良質で安全な水の安定供給に努め、住民の生活と福祉の

向上に寄与することを望むものであります。 

 最後になりましたが、審査に付されました決算報告書及び財務諸表は、地方公営企業法及び関

係法令に準拠して作成されており、その係数は正確であり、会計帳票、証拠書類との照合の結果

も符号し、適正な決算であると認めたところでございます。 

 以上で、平成１９年度日出町水道事業会計決算審査の御報告といたします。 

○議長（佐藤 二郎君）  以上で、決算審査報告を終わります。 

────────────・────・──────────── 

陳情の上程

○議長（佐藤 二郎君）  本日までに受理した陳情は、お手元に配付いたしましたとおりでありま

す。なお、陳情につきましては、写しにより説明を省略したいと思います。これに御異議ありま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤 二郎君）  異議なしと認めます。したがって、陳情については説明を省略すること

に決定いたしました。 

────────────・────・──────────── 

議案質疑

日程第２．発議第１号

日程第３．承認第７号

日程第４．議案第４７号

日程第５．議案第４８号

日程第６．議案第４９号
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日程第７．議案第５０号

日程第８．議案第５１号

日程第９．議案第５２号

日程第１０．議案第５３号

日程第１１．議案第５４号

日程第１２．議案第５５号

日程第１３．議案第５６号

日程第１４．議案第５７号

日程第１５．議案第５８号

日程第１６．議案第５９号

日程第１７．議案第６０号

日程第１８．議案第６１号

日程第１９．議案第６２号

日程第２０．議案第６３号

日程第２１．認定第１号

日程第２２．同意第５号

日程第２３．報告第２号

日程第２４．報告第３号

○議長（佐藤 二郎君）  日程第２、発議第１号日出町議会会議規則の一部改正についてから日程

第２４、報告第３号地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく資金不足比率の算定につ

いてまでの発議１件、承認１件、議案１７件、認定１件、同意１件、報告２件を一括上程し、議

題といたします。 

 発議第１号日出町議会会議規則の一部改正についてから報告第３号地方公共団体の財政の健全

化に関する法律に基づく資金不足比率の算定についてまでの発議１件、承認１件、議案１７件、

認定１件、同意１件、報告２件について、質疑を許します。質疑はありませんか。──質疑はあ

りませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤 二郎君）  なければ、これで質疑を終わります。 

────────────・────・──────────── 

議案及び陳情の委員会付託 

○議長（佐藤 二郎君）  ただいままでに議題となっております、承認第７号平成２０年度日出町

一般会計補正予算（専決第１号）についてから認定第１号平成１９年度日出町水道事業会計決算
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の認定及び利益剰余金の処分についてまでの承認１件、議案１７件、認定１件、陳情１件を、お

手元に配付しております付託表のとおり、それぞれの所管の常任委員会に付託したいと思います。

これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤 二郎君）  異議なしと認めます。したがって、承認１件、議案１７件、認定１件、

陳情１件を、それぞれの所管の常任委員会に付託することに決定しました。 

 なお、議案第４７号平成２０年度日出町一般会計補正予算（第２号）については、総務常任委

員会に付託しましたが、各常任委員会の所管部分についてはそれぞれの委員会で審査をし、その

結論を総務常任委員会で取りまとめていただくようお願いいたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第２５．一般質問

○議長（佐藤 二郎君）  日程第２５、一般質問を行います。順次質問を許します。５番、後藤佑

君。５番、後藤佑君。 

○議員（５番 後藤  佑君）  ５番、後藤です。通告に従いまして、一般質問を行います。 

 ８月末の町長選挙におかれまして、２期目の当選まことにおめでとうございます。行財政改革

など多くの懸案事項が残っていると思いますが、御健康に十分留意されて、所期の目標達成に御

尽力されることを期待しております。 

 私も、住みたい町、住んでよかった町、住んでいただきたい町づくりに、これからも御協力を

惜しまない覚悟で対応してまいりたいと思いますので、よろしくお願いいたしたいと思います。 

 さて、本題に入りますが、今皮肉にも８月２６日、町長選挙告示の日に日出高校跡地問題が掲

載されました。「日出高校跡地開発は提案なく、売り出しに」が見出しで、「経済情勢が悪い時

期と重なった。やり方を考え直したい」と町がコメントをしておりました。今、関西の開発業者

３者と県内の大手スーパー１社が５月末に提案者登録をしたわけですが、本当に町民として成功

しなかったことについて残念でなりません。 

 １点目の質問は、町としてこの問題をどう今後の対応として考えているのかお尋ねいたしたい

と思います。 

 それから２点目は、暘谷駅を中心とする市街地において、都市再生整備計画に基づいたまちづ

くり交付金事業が今進められておりますが、これと高校跡地の開発の振り出しに戻ったことがど

ういう関係があるのか、つながりがあるのか、どの程度の影響が想定されるのかをお聞きをいた

したいと思います。 

 また、先ほど関西の業者──４者なんですが、提示した条件を緩和すればこの事業に開発業者

が出てくる可能性があるのか、ないのかもお尋ねいたしたいと思います。 
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 町長が２期目の早い時期に完成してもらいたいと思いますので、これが町民の願いだと思いま

す。よろしくお願いいたします。 

 次の質問からは発言席から行いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤 二郎君）  町長、工藤義見君。 

○町長（工藤 義見君）  後藤佑議員の御質問にお答えいたしたいと思いますが、その前に、今回

の町長選に当たって当選をさせていただきまして、町議会の冒頭に所信の表明等をさせていただ

きました。 

 また、今新たに後藤佑議員から励ましのお言葉をいただいて、本当に感謝申し上げて、精いっ

ぱい努力をさせていただきたいと、そういうふうに思っております。 

 ただいま御質問の中で、私からは、まちづくり交付金事業の推進についてお答えいたしたいと

思います。平成１８年度から平成２２年度までの５年間、総事業費５億６千万円から７千万円の

事業費を見込んで計画をいたしておりますが、この計画と高校跡地の大型店の誘致等を含めた中

心市街地の活性化ということとは、直接的に関係がないということを申し上げます。 

 そしてまた、このまちづくり交付金事業は、計画どおりぜひとも進めさせていただきたいと思

いますし、日出町のある意味では、中心市街地を今後もっともっと活性化するためにも大変必要

な事業であると、そういうふうに認識いたしておりますので、ぜひその点については御理解いた

だきたいと、そういうふうに思っております。 

 それから、高校跡地の応募の関係については、担当の商工観光課長から答弁をさせていただき

たいと思いますので、よろしくお願い申し上げたいと思います。 

○議長（佐藤 二郎君）  商工観光課長、工藤要一君。 

○商工観光課長（工藤 要一君）  後藤佑議員の御質問でありました企業誘致について、日出高校

跡地開発が振り出しになりましたけども対策はありますかについてお答えをいたしたいと思いま

す。 

 御案内のように、当町が民間企業に公募して活用法を決めることにしておりました高校跡地利

活用事業でございますけども、提案登録をされました事業者は、強い関心を持っていただいてお

りました。しかし、提案書の提出がございませんでした。 

 その要因は、共通して今日の厳しい経済情勢、これが大きく影響しておったというふうに思っ

ております。鋼材をはじめとする原材料価格の高騰によります建設費の増、それから消費の冷え

込み等によります立地後の経営見通しが立たないということでありました。 

 今回の提案募集に当たっては、経済情勢が悪い時期と重なりましたけども、高校跡地につきま

しては、町中心部ということで大変重要な価値ある土地であります。こういったことから、引き

続きまして、立地の推進に努力してまいりたいというふうに考えております。 
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 当面は、提案登録をいたしました提案事業者につきまして、提案できなかった理由の確認等を

行うことといたしております。特に、提案書が作成済みで提案に至らなかった事業者につきまし

ては、その理由を精査して、今後の手法の検討を含め、善後策を検討してまいりたいというふう

に考えております。 

 後藤佑議員さんの質問にありました緩和措置等も含めまして、今後善後策の検討の中で検討を

してまいりたいというふうに思っておりますので、どうぞよろしくお願いをいたしたいというふ

うに思います。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤 二郎君）  ５番、後藤佑君。 

○議員（５番 後藤  佑君）  今、日出高校跡地とまちづくり事業は関係ないということで、そ

れは１つ安心したんですが、暘谷駅周辺整備事業、これと跡地が余りにも近くなんで、こちらの

暘谷駅周辺の整備事業との関連がやはり町民にとっては非常に関心が高いと思うし、やはり同時

にといいますか、並行して進むと非常にベターじゃなかったかなという気がしております。それ

と、４月に説明をして８月の末なんで、わずか３カ月しかないんで、その中でいろいろ経済情勢

がというのもちょっと甘かったかなという気がします。 

 そういうことで、そこら辺を含めて、先ほどの提案の中の緩和ですかね、そこら辺も十分吟味

されまして、審査して提案をして、再度、早い、まちづくりのために早急に対応していただきた

いかなということは思ってますので、そこら辺をちょっと町長に、担当課長でもいいですが、再

度確認をしたいと思いますんでよろしくお願いします。 

○議長（佐藤 二郎君）  町長、工藤義見君。 

○町長（工藤 義見君）  まさに御指摘のように、判断が甘かったということでは、確かにそうい

うことが言えるかと思いますが、この案件についてはもう半年とか３カ月ではございませんで、

２年有余にわたって内々的にいろんな形で検討されておりまして、早くからここに立地したい、

企業を進出させたいという要望があって、内部的にそういう公募する段階に至らなかったという

観点から時間が経過したわけであります。 

 私どもは町としての、そういうものの準備がすべて、といいますのは１つには道路の整備であ

るとか、あるいは商業地域にしたりとか、いろんなことを含めて検討して、結果ある意味で私も

もう少しことしの１、２月ぐらいにでも決めておくべきであったんではなかったかと、そういう

反省は私も今いたしておるところであります。 

 私どもが公募したときは、絶対に間違いないと、いずれかが、もうむしろ激烈な競争があって

進出してくると、そういう判断をいたしておりまして、それがかくも惨めというか、惨憺たる状

態で──事態があるということについては、想像もできなかったわけであります。そういう意味
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から、確かに言われるような判断の甘さがあったわけであります。 

 またそれだけに、日本の景気の低迷とか、そういう急激な経済社会の大きな変化も同時に押し

寄せているということであります。今回の、先ほど商工観光課長からお話をしましたが、やはり

こういう事業については、会社内においても開発派と、営業をやって引き続き経営をやっていく、

双方がそれぞれあるわけであります。私は、今回ほどそういう現場の皆さん方の考え方と、本社

サイド、全日本あるいは世界経済を見ながら見直して進めていくということが、日出町も決して

無関係ではないということを非常に痛切に感じました。 

 やはり、大きな事業でありますので、かかわりますのはやはり重役会であるとか、本社サイド

の意向が非常に大きくかかわってまいります。そういう意味からすると、本社サイド自らが日出

町にと、こういうことでございましたので、そういうことを信じて疑わなかったわけであります

が、結果としては御案内のとおりの状況でございます。 

 したがって、今後とも大変重要な地域でありますし、土地であるし、貴重な財産でありますか

ら、そういう意味を含めて、できるだけ早くどうすべきかという方向を考えてまいりますが、既

にもう企業とは接触いたしておりますが、どういう接触の仕方をするかということも１つあると

思います。 

 私は、ちょうど２６日でありまして、町長選が始まったまさにその日でございまして、そのと

きでありますので、速やかにもう２５日の段階からもう企業等に接触したわけでありますが、い

ろいろ含みのある御発言もされていたやに私には聞きとれたわけでありますので、どういう形に

なるかっていうのは予想ができませんが、いずれにしても景気が低迷しておるという時期には間

違いないわけであります。そういうことでありますから、やはり引き続き検討させていただきた

いというふうに思っておるところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤 二郎君）  ５番、後藤佑君。 

○議員（５番 後藤  佑君）  これからも、真剣にやっていくということは伺いましたが、さき

の広報ひじ５月号ですか、この空から見た跡地の、まあ、これが本当にでき上がると日出町にと

ってはすばらしいまちづくりになるのではなかろうかなという気がしてますんで、今度は逆に、

急いだために失敗をしないように十分関係のところ等を精査して進んでいただきたいかなと思い

ます。 

 次の質問に移りたいと思いますが、以前、質問の中で中津ダイハツの関連企業の誘致、百社連

合の関連企業が中津、宇佐、高田等、県北に来てると思うんですが、１社ぐらい日出町でもいい

んじゃないかなというのがあるんじゃないかなということで質問をした経緯があるんですが、当

時、私の記憶では、町長も大阪事務所に在籍中にダイハツさんとはつながりがあるんだよという
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ことを答弁をされたと思うんですが、その後そういうので話があったのか、なかったのかをちょ

っとお聞きいたしたいと思います。 

○議長（佐藤 二郎君）  商工観光課長、工藤要一君。 

○商工観光課長（工藤 要一君）  ２点目の御質問の、町長は就任時中津ダイハツの訪問も検討し

たいと答弁されていますが、成果はあったでしょうかということについてであります。 

 御承知のとおり、日出町における企業誘致につきましては、町長の就任時よりの最重要課題と

して取り組んでいるところでございます。町長の就任早々には、県の企業立地推進課に出向き、

日出町への企業立地の依頼や県の企業立地案内に記載の依頼等を行ってきたところでございます。 

 また、本年４月には議員さんの皆様の御同意をいただきまして、企業立地促進条例の制定を行

ったところでございます。 

 御質問のダイハツ九州株式会社に関しましては、町長が県職員時代の平成４年から７年にかけ

まして、当時の大分県大阪事務所長をはじめ、ダイハツ関係者と中津進出の取り組みを行ってき

ました。そういった経緯から、会社訪問をして現状を見て、日出町における企業誘致の情報を得

たいという考えからであると伺っております。 

 ダイハツ九州に限らず、現在までに南九州ペプシコーラ販売の立地をはじめとして、ジェネス

テクノロジー株式会社九州、それからホンダ太陽の増設、ネクステック及び株式会社ディスコ、

株式会社内野ケルン等、町内への立地が進んでおります。現在も、立地に関する打診が継続的に

ございます。適地や優遇措置の情報提供等を行いながら、企業立地の実現に努めているところで

ございます。 

 また、中津、国東半島、大分、北九州、日田、久留米などの工業地域が周辺にあります。日出

町は地価が高いと言われていますが、交通アクセスに優れており、その優位性を生かすため、南

端における工業団地の適性についても検討しているところであります。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤 二郎君）  ５番、後藤佑君。 

○議員（５番 後藤  佑君）  今、中津ダイハツの関連をお聞きをいたしましたが、やはりかな

りの、県北ですね、高田にもいろんな業者が出てきてますし、確かに日出町の場合は地価が高い

という最大のネックがあるのは事実でございます。これからも、誠心誠意アタックしていってい

ただきたいかなと思います。 

 それでは、最後の質問に入りますが、今の企業誘致については商工観光課が業務に携わってい

ますが、一般業務との兼務なので大変なことと思います。そこで、専門職として企業誘致課みた

いなもの、例えば商工観光課の中でも企業誘致だけを専門にやるような方を設置したらどうかな

と思います。 
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 なぜなら、やはりそれだけに携わるとしょっちゅう大阪とか東京とか行って、県に頼むんじゃ

なくて、やっぱりこちらから出向いてやった方がいいんじゃないかなあという気がしますんで、

そこら辺も検討していただきけるとありがたいかなと思います。 

 県知事の出身地の日田が、かなり今いろんな企業が出てきてますし、今キャノンの私の友達あ

たりに聞くと大変なところにできたなという、結局、彼等にとっちゃちょっと遠いんで、いろん

なので不便かなという気がしますが、それも県知事というのでやっぱり誘致したんかなという気

がしてますんで、そこら辺を考えると大分県や東京事務所、大阪事務所に勤務したことがある人

を県職のＯＢの方を採用して飛び出してもらうというようなことも視野に入れて、企業誘致に走

り回ると、また大きな企業等が話にのってくれるんじゃなかろうかなという気がしております。 

 またそれと、清家商工会会長の全国の会長の任期が後１年ぐらいなんで、そこら辺の活用も視

野に入れながら、任期中に何かお願いして町づくりに最後の置き土産みたいのをしていただける

と、彼が協力してくれるのかくれないかは別にして、前向きに行くんじゃないかなと思いますん

で、最後は町長にお答えをお願いしたいと思います。 

○議長（佐藤 二郎君）  町長、工藤義見君。 

○町長（工藤 義見君）  それでは、３点目の企業誘致についての所管課といいますか、専門の課

を設けたらどうかと、こういうことでございました。 

 確かに私もそういうふうに思いますが、私は企業誘致において一番重要なことは、受け入れが

十分できる体制、組織的なことが１つ、それから土地等についての受け入れ体制が十分であるか

どうかと、こういうことについてが非常に重要な点であります。 

 先ほど中津ダイハツについて答弁漏れということで、あえてどこに行ったか、ここに行ったか

ということについてはお答えを申し上げなかったわけでありますが、あらゆるところにお伺いし

て、私の方、適地であるということは今後とも紹介してまいりますが、問題はこの中津は、あの

地域は御案内のとおり戦後の３０年代に干拓地として開発したところであります。農林水産省の

開拓地であります。１３０ヘクタールを超えてあるわけでありまして、大変大規模なところであ

ります。 

 同時に、昭和６０年から平成１０年代にかけて、豊後高田市に北部中核工業団地というのがで

きております。そして、大分にもいろんな工業団地化の造成が進んでおりまして、佐野流通業務

団地であるとか、あるいはまた東芝を誘致するための大分川の左岸の地域ですね、今東芝が立地

しております。そういうようなところが非常に積極的に出てるのは受け入れる土地が、あるいは

造成地が既に完成しているわけであります。日田もそうでありますが、石井工業団地をはじめ準

備ができておるわけであります。 

 日出町は、どういうところに行きましても、なかなかレディーメイドっていうか、でき上がっ
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たものがないわけでありますので、今土地開発公社を使って考える方法もあるわけでありますが、

今地価が下がる段階であります。土地を買って、造成して、売れ残れば町政が非常に重大な危機

に瀕するわけであります。 

 そういうような土地の、値上がりする時期には、公拡法等を通して土地の買収をしていって造

成して売れば、非常にいいわけでありますが、土地が下がる時代ですと大変危険を伴うわけであ

ります。 

 そういう意味から、なかなか日出町での大型の企業誘致というのはなかなか進まないという現

状がございます。そういうことを十分私も承知しておりますし、今後どうするかということもま

た十分考えてまいらなきゃならないと、そういうことであります。 

 しかし、そうは言いましても、当面の対策がどうしても必要であります。そういうことから、

私どもとしては現在も、この４月１日から商工観光課内に企業立地係という係を設けて、兼任で

はありますが既に推進しておるわけであります。そして、これは企業誘致というのは、そこの係

ができればできるというもんじゃありません。議員各位や、あるいは県にも、関係者の方である

とか、多くの方々の情報をいただいて、その情報をたぐりながらやっていくということが基本で

あります。 

 そういうことを、多くの情報を寄せていただく中で精査して誘致活動を行うと、東京、大阪で

は靴が磨り減るまでに、毎日毎日四、五名の職員が東京、大阪で企業を回っておりまして、その

中で１件、年間２件できればよっぽどいい方であります。 

 私が大阪におりますときに、ダイハツの問題で登さんという取締役がおられまして、中津に進

出することについて随分折衝をいたしました。そういう中で、もう最後にやはりなかなか困難で

あったわけでありますが、平成７年の１月１７日の震災によって、ダイハツ関係は関西に工場が

集中しておりました関係で大被害を受けたわけです。そういうことが契機になったと私は思って

おりますが、そういうことを契機にして中津進出が私は決まったと、そういうふうに理解をして

おるわけであります。 

 そういうようなことを考えてみますと、私どもは当面を何としてもこの現おる職員がフル活動

しながら、そういうことを言ってもやはり担当がいるわけでありますので、９月１日から専門職

員は非常勤でありますが、配置をしておりまして取り組んでおります。 

 職員の定数が２３７から２１０あるいは１２ぐらいまで減っております。各課が大変多忙、忙

殺されておるわけでありまして、ぜひとも配置したいということはやまやまでありますが、あち

こちに欠員がある中であります。そういう中で、大いに創意工夫を凝らしながら多くの情報をい

ただきながら、今一番私どもに多くの情報を寄せていただいておるのは、土地関係の取り引き関

係の業者の方々がいろいろ情報を入れていただいております。 
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 ある程度、物色等が入りますと情報が入ってまいりますが、そういうことを十分念頭に置きな

がら、今後私の、この２期町政の最重要課題は企業誘致であると、そういうふうに理解をさせて

いただいております。精いっぱい取り組んでまいらせていただきたいというふうに思ってます。 

 まだまだ、取り組みが不十分だと思いますが、ぜひ叱咤激励をいただいて、御指導方よろしく

お願い申し上げたいと思います。 

 以上であります。 

○議長（佐藤 二郎君）  ５番、後藤佑君。 

○議員（５番 後藤  佑君）  いろいろ答弁いただきまして、大変ありがとうございました。 

 企業誘致については、私も現役のときにいろいろ電力について、あっちこっちの変電所の、例

えば大きさだとか余力だとか、そういうのでかなり足突っ込んで仕事した経緯があるもんですか

ら、そこら辺でお聞きしたわけでございます。 

 今、日出町、人口も増えてますが、若い人がかなり多く日出町に住んでありがたいと思ってい

ますが、これもどこまで続くかわかりませんし、そういう意味でやはり税の増収をするとしたら、

そういう企業誘致をしながら大きい企業、小さい企業を含めて今後も努力をしていただきたいか

なと思います。 

 これで一般質問を終わります。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（佐藤 二郎君）  ３番、森昭人君。３番、森昭人君。 

○議員（３番 森  昭人君）  ３番、森でございます。通告に従いまして一般質問を行います。 

 まずは改めまして、工藤町長、先日行われました町長選挙におきまして見事御当選をされ、

２期目の町長に御就任されました。誠におめでとうございます。心からお喜びを申し上げます。 

 工藤町政が新たにスタートし、初めての定例会ということ、また傍聴者も多数おられるという

ことからわかるように、多くの町民の皆さんが町長の所信に注目をいたしております。今定例会

初日の冒頭、その所信の一端が述べられましたが、今回の一般質問では、２期目の姿勢について

大所高所からの町づくりの方向性、将来の展望を述べていただき、また選挙で掲げた自立し活力

あふれる、また発展し続ける町政の推進とどう整合をさせながら引き続き行財政改革を行ってい

くのかということ。 

 そして最後に、２期目に新たにぜひ取り組みたい、また取り組まなければならない施策につい

てお聞きをいたします。 

 また、再質問では答弁の内容あるいは初日の冒頭に述べられました関連する所信について、よ

り具体的に内容をお聞きしたいと考えています。 

 それでは、まず第１点目、前回、４年前の所信表明では、町政の刷新と浮揚に挑戦ということ
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を基本理念とし、自立の町政を提唱いたしました。事実として、この４年間はさまざまな事業が

なされましたが、自立する町政を行っていくため、ある意味、財政再建ということを主軸に施策

が展開されたと私は認識いたしております。 

 そのため、内部経費の削減はもちろんですが、建設事業費の抑制や各種団体の事業や補助金の

見直しなどの施策がとられて、町民の皆さんにも大変な御理解と御協力をいただきながら、結果

として４年間で基金は積み増しができ、起債残高も減少いたしました。 

 そして、現在の基金と起債残高の状況から、おおむね財政再建がなされているという実績をも

とに、今回の所信表明の自立の道筋はしだいにできつつあるという発言に至ったというふうに考

えております。この発言は、４年前の経験と実績を土台として、いよいよ次の段階にステップア

ップしていくことができるということでしょうし、多くの町民の皆さんもそれを期待していると

思います。 

 そこで、今後、２期目４年間の町づくりの方向性、将来の展望をまずお聞きいたします。 

 再質問は、質問席から行います。 

○議長（佐藤 二郎君）  町長、工藤義見君。 

○町長（工藤 義見君）  森議員の御質問にお答えをいたしたいと思います。また、激励をいただ

きまして、ありがとうございます。精いっぱい頑張らせていただきたいというふうに思います。 

 ただいま、２期目の町政における町づくりの方向性、将来像について、これは私には大変難題

でありまして、難しい質問をいただいたわけでありますが、私なりにお答えを申し上げたいと思

います。 

 今も、森議員が言われましたように、私は平成１６年の９月に町長に就任をさせていただきま

して、そのときに単独の町政を推進するということを申し上げ、その中で今御発言がありました

ように、町政の刷新、そして浮揚に挑戦をするということを申し上げました。そして、それは町

民の皆さん方の参加とともに、職員の創意工夫、英知を集めて、明るい展望の持てる日出町にし

ていきたいというふうに申し上げたわけであります。 

 この表明した方針に従いまして、町政の刷新、そして町政の浮揚を図るべく、これまで生活環

境の整備、種々の対策を講じてまいったわけであります。 

 そうした中で、今申し上げましたような町づくりの方向性、将来像についてでありますが、基

本的にはこれまでの方針、方向を踏襲しながら、引き続き、各事業に意欲的に取り組んでまいり

たいというふうに思っております。 

 第４次日出町総合計画を平成１８年度に策定いたしましたが、その中で人と自然が調和したふ

れあいと活力ある町づくりを掲げています。キーワードは、日出町の人であり、自然であり、そ

こに生活する人たちのふれあいと活力ある町づくりであります。 
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 そのための取り組みとして、１つは自主財源の確保に努め、税収を伸ばすために定住人口を増

やしていくこと。さらに、企業誘致等を進め、また交流人口を増やして賑わいの町づくりを推進

することであります。 

 ２つ目には、すばらしい条件が揃っています日出暘谷高校跡地の活用による中心市街地の再生

や、歴史・文化の薫り高い暘谷城址周辺の景観保全などを通して、観光拠点づくりを推進するこ

と。 

 ３つ目には、少子化・高齢化社会を向かえ、医療対策、教育、子育て支援など、教育や福祉対

策を充実させること。 

 ４つ目には、商工会、農協、漁協との連携、協力を得て商工業、農業、水産業の振興を図りな

がら、同時に後継者の育成を図ること。 

 ５つ目には、川崎内野地区や藤原地区の和泉北大神線周辺地域などの拠点地域の有効活用、利

用活用を推進すること。 

 ６つ目には、老朽化している学校施設への対応や特色ある学校づくり、生涯学習の充実、地域

文化活動の推進を図ること等があると考えております。今回２期目の町政に当たって、私は自立、

活力、発展を掲げました。この意味するところを念頭に置きながら、行財政改革を着実に進めな

がら、恵まれた環境を保全、整備し、人が住みたくなる町づくりを進め、また地域力を高め、活

力ある３万人の人口、人口増加の町づくりを目指しますということを考えておるわけであります。 

 そして、今後の町政運営は、将来の展望を考えながら均衡のとれた町政運営を図ることであり

ますが、日出町には他地区にないすばらしい歴史的、文化的、社会的な遺産や資源、さらに恵ま

れた自然資源があり、そして社会の第一線は退いてもすばらしい知識、経験、技術を有する人材

がたくさんおられるわけであります。埋もれた資源や人材を生かして磨きをかければ、さらに住

みよい町として大いなる価値を得ることができ、もっともっと発展する可能性を秘めている町で

あると、そういうふうに思っております。 

 現世代の人たちのためにも、また次世代の人たちのためにも、現時点のみではなく、中期的、

長期的な視野に立って将来の展望、発展を展望しながら諸課題に積極的に挑戦して取り組んでま

いる、それが今議員の言われたました方向性であり、あるいは将来像について、非常に抽象的な

ことでございますが申し述べた次第であります。 

 以上であります。 

○議長（佐藤 二郎君）  ３番、森昭人君。 

○議員（３番 森  昭人君）  議員の皆様には、初日の冒頭に所信表明を町長されましたので同

じ内容だと思いますが、傍聴の方もたくさんおられます。また改めてしっかりと町民の皆さんに

お知らせをするという意味で、今回所信表明について一般質問をさせていただいております。御
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了承いただきたいと思います。 

 少し中身について具体的にお話しをいただければというふうに思っております。所信表明の中

で、自立の道筋は次第にできつつあるというふうに町長発言をされておりますけれども、恐らく

これは謙遜をして言っておられるというふうに私は考えておりますが、この４年間、ある意味で

は起債残高にしても、基金にしても実績が残っているということ、また町民の皆様方にある程度

の痛みをお願いをして御理解と御協力をいただいているということからすると、私は道筋は次第

にできつつあるというのではなくて、もうある程度道が開けたというふうに私自身は考えており

ます。 

 その点町長どういうふうに、この４年間で私としてはもう自立の道は開けていると、その上の

段階として、これからまた４年間ということになろうかと思いますけれども、町長どのようにお

考えになってますか。 

○議長（佐藤 二郎君）  町長、工藤義見君。 

○町長（工藤 義見君）  自立の道筋はできてるんではないかということでありますが、私はまだ

できてないというふうに思ってます。 

 この地方自治が言われ、地方分権が言われ、非常に大きく社会が変動する中であります。今起

債残高がまだ１５５億円あるわけであります。基金残高は１１億円しかないわけであります。県

下でも最下位であります。多少は６億六、七千万円からすると倍近くになっておりますし、起債

残高も確かに減ってるわけであります。そういう中でプライマリーバランスは引き続き黒字であ

りますから減ってまいりますが、そういうことを踏まえても、今後の激動する大きな時代の波が

どういうふうに来るかということについては、もうこのぐらいなことでは一飲みにされてしまう、

私はそういうふうに思っておるわけであります。いろいろな後に事業が重なっておりますので、

そういうことを考えると、やはり十分注意しながら、そしてもっともっとやはり改革等をする中

で、やはりより飛躍発展できる基礎をしっかり築いていくと、そういうこと。 

 そしてまた、地域の皆さん方の地域力というか、そういうものをしっかり蓄えていくと。そし

て私が今まだ心配であるがゆえに情報公開を一生懸命やっているわけであります。悪いときは悪

いということを申し上げるつもりで、良いことばっかし言ってるわけではありません。悪いこと

も申し上げております。いざとなったときは、町民の皆さんにぜひ助けていただきたいと、そう

いう思いもありますので、やはりこれからまだ１０年、方向を見ながらしないと、ある程度方向

というのは出てまいらない。どこの市町村も皆、１８市町村県下ありますが皆厳しいわけであり

ますから、日出町もその例外ではないと、そういうふうに思っておるところであります。 

 以上です。 

○議長（佐藤 二郎君）  ３番、森昭人君。 
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○議員（３番 森  昭人君）  安心をいたしました。どこまで基金をためれば、どこまで起債残

高が減ればその改革の目標を到達点までいけるのかという問題もありますけれども、現状ではま

だまだ厳しいということは間違いないという認識でおられるということで、しっかりとこれから

もやっていただきたいというふうに思います。 

 それでは、ちょっと中身について二、三お聞きをいたしたいと思います。 

 先ほど御答弁されました６項目の中で、定住人口を伸ばすと、交流人口も増やしていきたいと

いうお話しがありました。要するに、町長がいつもおっしゃられてます人口３万人、人口増加の

町を目指したいということが基本だろうと思いますけれども、この施策として、具体的に難しい

かもしれませんけど、内容を少しお話しいただきたいと思います。 

○議長（佐藤 二郎君）  町長、工藤義見君。 

○町長（工藤 義見君）  定住人口が３万人になるというのはそう簡単なことではありません。そ

れぞれ大分市を除いたらほとんど皆横ばい、または減少に入っているわけであります。日出町も

引き続き増加していくという保証はないわけであります。少子化が進み、高齢化が進むわけであ

ります。したがって、今この申し上げたように企業誘致をするとか、あるいはこの観光拠点づく

りをして、多くの入り込み客が得て、商業が反映するとか、あるいは地元にお金が落ちるとか、

そういうことを考える必要があると、そういうことを考えながら先ほどの中に申し上げておるわ

けです。 

 いま一つは、やっぱり拠点地域の開発をしていかないといけません。そういう意味から内野地

区と和泉北大神線周辺について、もっともっと発展する可能性があると、そういうふうに申し上

げております。 

 じゃ、どこもないかといいますと、日出町は非常にすばらしい環境下にあるわけでありますか

ら、ある意味からこの農村の中といいますか、田畑の中に工場があってもいいわけであります。

広域点在型であっていいわけです。集中する必要はないわけでありますから、そういう意味を含

めて、私は先ほど申し上げた中に、もうすべて皆私は入っておるとそういうふうに理解しており

ますが、そういうような具体的な施策を十分展開する中で、そのためには、やはり皆さん方が日

出町はすばらしく良いと、良いというだけではなくて、日出町に住みたいということのこの気持

ちがあって進出してきていただかないといけないわけであります。良いというだけではだめで、

日出町に来る、そのためには教育の問題がありますし、生活環境の問題、いろんな問題がすべて

かかわってまいります。そういう意味から総合的な力が日出町については今後とも必要であろう

と、そういうふうに思っておりますので、何もかにもということもなかなか無理でありますが、

欲張っていろんな方向で力を注いでいくと、そういう意味からすると、私は執行部の全職場が大

いに活性化して、それぞれの分野の担当をしっかり精進していくということが必要であるという
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ふうに思っておるところであります。 

 以上です。 

○議長（佐藤 二郎君）  ３番、森昭人君。 

○議員（３番 森  昭人君）  きょうの一般質問は、もう聞くに終始をいたしておりますし、そ

ういうふうにしたいと思います。また、次の定例会から中身について、こちらのほうから提案を

させていただいたりというような作業をさせていただきたいというふうに思います。 

 それではもう１項目、少し今お話しがありましたが、日出町は大分市に次いで高齢化率が低く、

出生率も比較的高い水準にあるということから、医療対策、教育、子育て支援などの福祉対策の

充実が求められるというふうにおっしゃられておりますけれども、その点について、これも具体

的な中身があればお話しをいただきたいと思います。 

○議長（佐藤 二郎君）  町長、工藤義見君。 

○町長（工藤 義見君）  一々申し上げると大変時間がかかりますが、教育や医療や福祉やすべて、

やはり他の地域よりも低水準であってはならない、低位なものが幾らかあるわけでありますが、

できるだけ周辺地域の水準に合わせて、他の市町村と見劣りのないような形でやるということを

念頭に置いておりますが、私はお年寄りと子供については相当執念を持ってやっておりまして、

保育園の問題、幼稚園の問題、給食とか預かり保育とかそういうことを含めて、そういう問題も

相当力を入れているつもりであります。 

 したがって、一々申し上げませんが、いろいろな部門が私どもは非常に重要である。特に今言

われた部分については、日出町で生活する人たち、あるいは進出してここに住むという人たちに

大変重要な事項であります。そういうことからすると、やはり大分のほうが良かったとか、別府

のほうが良かったと、他のほうが良いということでは、なかなか評価が得られないわけでありま

すから、少なくともそういう水準、あるいは水準以上になるような形で努力をさせていただきま

すが、なかなかそれが財源がいることであります。難しいことがありますが、気持ちと努力はさ

せていただこうと、そういうふうに思っております。 

○議長（佐藤 二郎君）  ３番、森昭人君。 

○議員（３番 森  昭人君）  高齢者と子供たちに執念を燃やしているということですので、出

てくる施策について、また後日楽しみにしたいというふうに思います。 

 結局、人口、人の争奪戦と、それぞれの自治体で人を取り合っていくというような格好になる

かと思いますので、どちらにしても先ほど申されましたように、別府市よりは日出町のほうが良

いぞと、大分市よりも良いぞというような環境をつくることによって、３万人に早く達成するこ

とができるんではないかというふうに考えておりますので、そういった施策もこれから十分に検

討していただきたいというふうに思います。 
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 それでは２番目、行革のことについて少し伺いたいと思います。 

 所信表明の中に、これまで進めてきた行財政改革の一部が平成２０年度をもって終わるものも

あり、就任早々新たに、新たな取り組みも求められており、まだまだ道半ばの状況にあるという

お話しでありました。２期目４年間では、今後どういう行財政改革に取り組んでいくのかお聞き

をいたします。 

○議長（佐藤 二郎君）  町長、工藤義見君。 

○町長（工藤 義見君）  今お話しがありました道半ばといいますか、平成２０年度で終わるもの

の一つに町長の歳費を今減額しておりますが、これが平成２０年度で切れる。職員の皆さん方の

５％カットも切れるわけであります。それから、行財政改革の中で重点的に取り組みたいという

ことで、項目に上がっておりましたができてないことが二、三あります。その一つは下水道料金

の問題があります。それから保育料が非常に不均一といいますか、均衡を欠いているんじゃない

かという御意見があります。国基準等からすると相当大きく差異があるというようなこと等もあ

ると思います。具体的に何かというと、できるだけ大きいものだけ申し上げさせていただきます

が、他にも多々ありますが、一番今後重要と思われますのは、私どもも含めて職員や事務をする

職員といいますか、町職員の意識改革が大変重要であろうと、そういうふうに思ってます。 

 真摯の気風を取り入れて積極的に果敢に町民の皆さん方の福祉の向上に取り組む、この姿勢を

しっかりと考えていくということと、いい人材を育成して、私もいつまでも町長というわけであ

りませんので、将来を託せる人材を町の中に育てていくと、こういうことがやはり重要ではない

かと、そういうふうに思っておりますので、一々というのは避けたいと思いますので、そういう

大きい方向での町政の中で改革すべきこと、今私が頭にありますことについて申し上げた次第で

す。 

○議長（佐藤 二郎君）  ３番、森昭人君。 

○議員（３番 森  昭人君）  最初の質問でも少しお話しをしましたが、私個人的には今基金が

１１億円ちょっとあります。一般的には標準財政規模の８から１０％が財政調整基金の金額であ

るというような資料もありますけれども、私は当初予算でその金額の倍ぐらい、だから今の金額

の１１億円程度、当初予算で取り崩して、当初に組み込まれずに残っている金額が、当初ですよ、

１１億円程度あればやっていけるというふうに個人的には思って、ですから今の金額に４億円か

５億円程度上積みできた段階で、ある程度行革は成功しているんではないかというふうに思って

ます。もちろんプライマリーバランスも黒字という状況を続けながらということになると思いま

す。 

 それから、現段階でいろいろな経費の見直しであるとか、削減、今下水道の料金ということも

おっしゃいましたけれども、やり尽くした感があるというのはもう否めないことでありますので、
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先ほど町長からお話しがありましたが、前回の一般質問でも私が質問させていただきましたけど、

これからもっとスケールを大きくしたような町政運営を戦略的にしっかりとやっていくという答

弁もございました。 

 その中でお話しがあったのが、今以上に町長はもちろんですけれども、副町長、それから課長

さん方、それから職員の皆さんの、これはもうもちろん改革プランにもありますけど、課題発見

であるとか、問題対応能力、そして政策形成能力の一層の向上というお話しがあります。あえて

所信表明でも職員の皆さんのことをお話しをされておりますので、これからその方向に向けて一

層努力をされると思いますが、もう一度意識改革ということについてお話しをいただきたいと思

います。 

○議長（佐藤 二郎君）  町長、工藤義見君。 

○町長（工藤 義見君）  森議員の御質問にお答えします。 

 意識改革は今が良いとか悪いとかいうことではありません。問題は時代が大きく変化しておる

し、その時代の変化に対応する能力ということであろうと思います。町の行政対応も随分以前と

は違ってきておると、そういうふうに思います。したがって、その違った行政の適切な対応と、

こういうことになってくると、やはりなかなか難しいと思います。特に今言われました戦略部門

については、国や県はその地域をしっかりみかじめをつけていくことですから、戦略的方針はし

っかり出してまいります。国も県も皆出してまいります。しかし、町村は第一線で町民の皆さん

方と接する部門でありますから、やや戦略部門を考えることについては不得意であると、そうい

うふうに思います。 

 そういうことからすると、町の中でやはりそういう面が、私は欠けている面があるんではない

かと、そういうふうに思っておりますから、多くの職員が町の将来をうれるとか、町の将来をど

ういうように考えるかという職員が多くなることが必要であると、そういうふうに思います。で

きれば半分以上の方が町のことをいつも考えて対処すると、そういうこの気持ちというか、姿勢

というものも私は欲しいんではないかなと、そういうふうに思っております。 

 したがって、態度変容といいますか、この何といいますか、意識変革は基本的に非常に私自身

ができないわけでありますから、多くの人たちに簡単に長い間培ってきた自分のこのいろんな習

慣というか考え方、見方を簡単に変えろということは難しい面がありますが、しかしそれでもや

っぱりやっていかなきゃいけないと、そういうふうに私は考えておるところであります。お答え

になっておるかどうかわかりませんが、御了承いただきたいと思います。 

○議長（佐藤 二郎君）  ３番、森昭人君。 

○議員（３番 森  昭人君）  ６月の一般質問の折に、１０月から１１月にかけて行革の正念場

を迎え、平成２１年度から実施する改革の方針が出てくるというお話しもございましたので、し
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っかりと行革については取り組んでいただきたいと思います。 

 それでは、最後の質問になりますが、今回の町長選挙では公約というかマニフェスト的な詳し

い内容のものがなかったのではないかという気がいたしておりますので、この４年間ぜひ取り組

みたいこと、取り組まなければならないと考えておられることを聞かせていただきたいと思いま

す。 

○議長（佐藤 二郎君）  町長、工藤義見君。 

○町長（工藤 義見君）  取り組まなきゃならんということは、もう私は町長になったときから全

部もうかかって、職員の皆さんもお手上げの状態であるということが事実ではないかなと、そう

いうふうに思います。 

 既に内部的には多くの施策を検討させていただいておるわけであります。しかし、ある程度成

案ができ、実現の可能性になれば当然議会、あるいは議員の皆さん方にご協議を申し上げ対処し

ていかなきゃならないと、そういうふうに思っております。どういうことをするかということに

ついては、なかなかもう既に出るものは出ておりますし、隠れてるものは隠れて、懸案なものは

今までの中でお話しを申し上げましたので、私がかなり実現が難しいけれども、何とかならない

かなというふうに、常日ごろ夢みたいなことを思ってることを二、三御報告をして、御了解を得

たいというふうに思っております。 

 ある意味では実現が、実現の見込みが非常に薄いものが多々あるわけであります。それは、あ

る場合にはやれるけれども、今の行財政改革の途中、あるいはこういう厳しい町民の多くの皆さ

ん方に負担を強いてるこの時期にすべきかどうかというような均衡において、お話しをしなけれ

ば私はいけないと、そういうふうに思っております。 

 そういう意味から、いろんなうかつな発言も私は慎まなきゃならんわけでありますが、しかし、

いつも念頭に思って何とかできないかなと思ってる点は二、三あるわけであります。 

 一つは、予算措置等が非常に難しいんでありますが、速見インター周辺を含めて町内のどこか

適当なところに土地を確保して、企業誘致のためのスペースが確保できないか、そういうことの

造成ができないかと、そういうふうに思っております。 

 それはいろんな方々が進めていただいておりますが、先ほども申しましたように非常に危険性

を伴うわけでありますので、慎重に対処する必要があると、そういうふうに思っております。 

 それからいま一つ、老朽化している中央公民館を町民文化ホールとか、こういうものを一新し

て、芸術、文化の伝統みたいなものが日出町にできないのかどうか、そういうふうなことも一つ

の私の頭の中には常日ごろ、町長の就任時からそういうものがございます。 

 それからいま一つ、日出町内で何とか特急を止めることができないかと、こういうことであり

ます。いずれも難しいわけでありますが、しかし、実現ができれば今後の日出町に大きな福音を
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もたらすんではないかと、そういうふうに思っております。 

 行財政改革中に健全財政を模索している現状でありますので、いずれも多大の経費を要するわ

けであります。困難な事業だろうと、そういうふうに思っておりますが、困難でも今の時期に調

査するとかいうことを含めて、どういうことができるのか、そういうことはやはり十分あきらめ

ずに対処してまいりたいと、そういうふうに思っております。 

 難しい話ばかりを申し上げましたが、難しいことにもできれば挑戦したいと、機会があればと

いうことであります。 

 以上であります。 

○議長（佐藤 二郎君）  ３番、森昭人君。 

○議員（３番 森  昭人君）  一番最後に町長のある意味本音といいますか、中の心の奥のほう

のお話しが聞けたことは大変よかったなというふうに思います。いずれにしても、そういうこと

をすることが町の活性化につながって、人口３万人を目指して３万人に見合う町ということにな

れば、そういったことも必要でありますし、またそういうふうな夢みたいなというふうには言わ

ずに、環境が整えば実行に向けて努力をされるのもいいんじゃないかというふうに思います。 

 いずれにしてもまたこの４年間、健康に留意されまして、町民のために一生懸命頑張っていた

だきたいというふうに申し添えまして、私の一般質問は終わります。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（佐藤 二郎君）  ９番、佐藤隆信君。９番、佐藤隆信君。 

○議員（９番 佐藤 隆信君）  ９番、佐藤隆信です。一般質問を行います。 

 先ほど同僚議員が言われましたように、町長が１期終わり２期目にかかりました。今日のこの

議会が前回とひょうがわりしたのは、前回は合併するかしないかの大騒動の中で、町長が合併を

しない自立の町を目指すということで当選をし、この場で多くの議員から本当にそれで財政やっ

ていけるのかという質問を受けました。それでも町長は当時、自立計画案に基づいて、多くの議

員と協力しながら協働の町をつくると、財政立て直しをやるというふうに答弁し、先ほど同僚議

員が言われましたように、この４年間精一杯やって、住民とともに協働の町をつくり、財政の立

て直しにも一手にできたと、その点では評価をしたいと思います。 

 ただ、私もそのときの与党として、この４年間を見守り、今後これから先のまた４年間で町長

が本当に問題点がないのかどうかを、やはり厳しい目で見たいと思います。それはなぜなら私た

ちが支援した以上、立派な町づくりをしないと住民から怒られます。だからその点でそういう目

で見ていきたいと思います。 

 質問に入ります。第一に、町長が今度の所信表明で少子高齢化対策として、教育や福祉、医療

対策について力を入れるというふうに言われました。そこで聞きます。今入学前までの医療費の
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無料化について、県下でどれぐらいの市町村が無料化になってますか、また近隣の市町村はどう

でしょうか。また、子供の医療費で最もかかる年齢は何歳ぐらいでしょうか。もし無料にしたと

き、これにかかる必要な予算は幾らぐらいかかるでしょうか、答弁をしてもらいたいと思います。 

 再質問は質問席で行います。 

○議長（佐藤 二郎君）  福祉対策課長、北野保信君。 

○福祉対策課長（北野 保信君）  佐藤隆信議員の御質問にお答えします。 

 御質問は、小学校入学前までの医療費を無料にせよというような御質問で、その１点目として、

県下で無料となっている市町村はいくらあるのかということでありますが、県下における就学前

までの乳幼児医療費の無料化を実施している市町村は、９市１町となっております。また、近隣

はということでございますが、日出町と隣接します別府、杵築も平成２０年４月から無料化にな

っております。 

 それからまた、子供の医療費で最もかかる年齢はとのことですが、福祉対策課のデータでは年

齢ごとの医療費積算データはありません。国保加入者のデータ、これちょっと古くなりまして、

平成１９年度のデータによりますと、４歳児の医療件数が最も多くなっております。医療費の額

では１歳児が多くなっております。ちなみに６歳未満の国保加入率につきましては、平成１９年

９月末のデータでありますけども、１１.５５％となっております。福祉対策課のデータでは、

３歳児未満と３歳児以上就学前の児童の二通りのデータがありまして、平成１９年度医療費実績

によりますと、３歳未満が件数で１万７,２４６件、医療費で１億７,６４９万１,２３０円、

３歳以上就学前児童が１万６,８６３件、医療費におきまして１億３,３５５万３,９３０円とな

っております。 

 ２点目の無料にしたとき、これに必要な予算は幾らかとのことですが、現在、佐藤隆信議員御

承知のとおり、３歳児未満は無料となっており、３歳児以上就学前児童を無料化した場合の一般

財源は８５４万７千円程度が必要と考えております。なお、システム改修、受給者証印刷費等含

めまして１,０５０万円程度の一般財源が必要と試算しております。 

 乳幼児医療費の無料化につきましては、財政課とも十分協議の上、今後の対応について検討を

してまいりたいというふうに考えております。 

 以上であります。 

○議長（佐藤 二郎君）  ９番、佐藤隆信君。 

○議員（９番 佐藤 隆信君）  先ほど町長が他の同僚議員の答弁をしました。少子化対策として

は医療対策をする。そしてその中で、近隣の市町村に劣らないようなそういう対策をしたいとい

うふうにありまして、近隣全体では９市１町、隣の杵築、別府は現実行われています。その点か

ら考えますと、町長のように少子高齢化対策として、また日出町で若者が住みたい町をつくると
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いうのならこの問題をきちっと解決をし、医療費の無料化をやるべきだと思いますが、町長の考

えをお願いします。 

○議長（佐藤 二郎君）  町長、工藤義見君。 

○町長（工藤 義見君）  佐藤隆信議員の御質問にお答えします。 

 私も医師会等の会合に行きますと、小児関係の医師、先生方からこうなってるよと、こういう

ことを聞いて、これは大変課題だなと、そういうふうに思っております。今お話しが、担当課長

からお話しがありましたように１,０５０万円の経費が要るわけであります。早い時期にどうす

るべきかということについて結論を出してまいりたいと、そういうふうに思っております。 

○議長（佐藤 二郎君）  ９番、佐藤隆信君。 

○議員（９番 佐藤 隆信君）  早い時期にぜひ結論を出してもらいたいというふうに思います。 

 次に、２番目を最後にして、３番目のイノシシの駆除について質問をいたします。 

 今朝私が家を出るときに、私と一緒にトマトを作っている人が、イノシシが昨夜入ってトマト

を荒らされたというふうに言ってきました。要するにもうイノシシは、私は本来赤松か南端がイ

ノシシの出るところだというように思ったところがそうじゃないんです。もう私のところは海岸

まであと３メーター、そこまでイノシシが進出して、海岸に来るほど大変何か栄養がいいんで子

供をうんと産むと、５匹ぐらい連れて回っているというんで、どこに今農産物を作ってもイノシ

シにやられるというのが今の現状です。その点で多くの住民は、イノシシ対策を何とかしてくれ

というふうに言われました。多分多くのところでそうなる。その点で、イノシシ被害は日出町で

どの地域まで行っているのか、また被害状況はどうなっているのか、被害対策は具体的に立てて

いるのか、この問題について答弁をお願いします。 

○議長（佐藤 二郎君）  農林水産課長、古屋尋明君。 

○農林水産課長（古屋 尋明君）  佐藤隆信議員の御質問にお答えいたします。 

 イノシシの被害地域でありますが、平成１９年度では大神地区が７件、藤原地区が２件、豊岡

地区が３件となっております。また、平成２０年度につきまして、８月３１日現在では、大神地

区が２件、藤原地区で３件、豊岡地区から２件、そして南端地区で２件の被害報告を受けており

ます。やはり山林に隣接した農地で多く被害が発生しております。 

 被害の状況についてでありますが、平成１９年度のイノシシによる農林業被害額は約２００万

円であり、具体的には、春には農地作物の食害のほかに、タケノコ等の特用林産物の食害と田畑

の畦の掘り起こし、初夏から秋にかけましては水稲の踏み倒し被害を中心として、ミカンなどの

柑橘にも食害、掘り起こしなどの被害が報告されております。 

 被害対策でありますが、今年度も県のイノシシ被害防止対策事業により、被害防止効果の高い

電気柵の資材購入の補助を行うとともに、町単独の補助金により、猟友会が銃や箱ワナで捕獲に
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も取り組んでいます。今後さらに猟友会と協議を重ね活動の強化を図るとともに、関係機関と連

携し捕獲の強化に取り組みます。 

 また、自己防衛策の啓発を行い、地域が一体となった被害防止対策や連携意識の向上に努めて

いきたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（佐藤 二郎君）  ９番、佐藤隆信君。 

○議員（９番 佐藤 隆信君）  今あったように、何か南端とか藤原よりも大神地域が一番うんと

イノシシ被害があったようですけど、実際今はそういうふうにして山よりも里のほうにたくさん

出てきてるというのが実態なんです。ところが里では鉄砲もなかなか、その家が２００メーター

離れたらその近所で打てないというんでみんな困ってると思います。だからそういう点のところ

に具体的にもっと電気が通る線ちゅんか、それだったらできるんで、そういう予算をもっと組ん

でやはりきちっとしないと、里のほうが作物がいろいろ作られていると。ハウスの中まで入って

くるとなると大変な被害が今後起こり得る可能性があるので、その辺をきちっとやってもらいた

いと。そういう予算措置をもっとつくるような気があるのかどうなのか、もう１回答弁お願いし

ます。 

○議長（佐藤 二郎君）  農林水産課長、古屋尋明君。 

○農林水産課長（古屋 尋明君）  佐藤議員さんの御質問にお答えします。 

 今のところ毎年１０基、電気柵が今のところ一番有効策であろうというふうに考えております。

毎年１０基を提供しております。また、申請件数におきましても、その程度が毎年上がってきて

おります。また、今後はそういう希望が増えてくれば県の枠は決まっておりますんで、それを超

えた分についても町単独でまた検討していきたいと、そういうふうに思っております。 

 以上であります。 

○議長（佐藤 二郎君）  ９番、佐藤隆信君。 

○議員（９番 佐藤 隆信君）  ぜひそのような対策を立てて、イノシシに対する措置をしてもら

いたいと思います。 

 次に移ります。日出町大神後村地区において起こっている騒音、振動、悪臭公害について質問

いたします。 

 今あの地域では、要するに夜、昼も住めないというふうになっています。私も現地調査しまし

た。あの地域に６世帯ほど新しい家が建ってきています。現地で操業している会社、その家から

わずかひどいところは２メーターそこそこ、そこでユンボを使ってやるわ、カッターで切るわや

るわ、油のにおいはするわ、もうそりゃ家も戸をあけられないと。それどころか私が調査したと

ころ、大神駅前の散髪屋までごんごんする音がしてるわけですよ。そういう状況の中で地域の人

- 55 - 



は困り果てている。それで町のほうにいろいろ問題提起したと思います。町はいつから、地域の

人からのこの問題を聞いていたのか。町としてその地域の人のそういう、いうなら困ってるのを

聞いたときに住民に対してどう対処をこれまでしたのか。 

 また、これは開発行為だというふうに言われてます。別府土木事務所にどのような申請を出し、

処理されたのか。また、日出町は業者から出された開発申請書が初め出されたと思います。それ

に対して、どういう内容か把握をして県の方に出されたのか。また、業者から出された開発の申

請書にはどういう目的が書かれていたかということに答弁をしてもらいたいと思います。 

○議長（佐藤 二郎君）  生活環境課長、畑中博司君。 

○生活環境課長（畑中 博司君）  佐藤隆信議員の質問にお答えいたします。 

 質問が５点ほどありますけども、生活環境課からは３点についてお答えをさせていただきます。 

 １点目の、町はいつからこの問題を聞いていたのかとの御質問でありますけども、後村地区の

苦情については、本年５月２３日に県の別府東部保健所から騒音、振動の苦情が入っていないか

電話による問い合わせがありました。同日に、区長さん、それから地元の住民の方々が町に来庁

いたしまして、苦情の申し立てに来ました。そのときに、騒音の規制などの説明をしたところで

ございます。 

 以前、この開発区域、今現在第４ヤードと呼んどりますけども、この区域に置いてる物につい

て、違法に置いてるのではないかとの問い合わせがありました。当時の日出保健支所の担当者と

の立ち会いの上、現地調査をいたしましたが、違反ではないとの回答をしたところでございます。 

 ２点目の町として、住民に対してどう対処しようとしたのかとの御質問ですが、騒音の苦情に

対しては連絡があり次第、現地に行き騒音の測定を実施し、事業者から作業の場所、内容を聞き

取りして、大きな音に対してはできるだけ出さないように注意し、作業するよう指導し、また随

時騒音の測定も実施しております。 

 当初の開発後からは、作業場所等の変更により、かなり改善されているものと思っております。

当初より、当事者間での話し合いによる解決が望ましいと考え、これまで地元で話し合いを行う

ようお願いをしてきたところでございます。 

 ３点目の大分県別府保健所は、どのような申請を受理したかとの御質問ですが、開発による第

４ヤードの一部を自動車リサイクル法による保管場所として変更届が提出されているものであり

ます。詳細については、所管は東部保健所でありますので、よろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤 二郎君）  都市建設課長、恵良知広君。 

○都市建設課長（恵良 知広君）  続きまして、都市建設課の方で２点ほど質問に対してお答えい

たします。 
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 まず１点目につきましては、大分県または日出町は業者から出された開発許可申請書にどう対

処したかについてであります。 

 開発については、開発面積３千平方メートル以上が都市計画法に基づく県の許可対象、１千平

方メートル以上から３千平方メートル未満が町の条例に基づく開発承認対象となっております。

御指摘の開発は、面積９,４６２.５平方メートルで、県の開発許可物件であり、町が許可する物

件ではありません。 

 県への許可申請では、申請書の添付書類の１つとして関係市町村の意見書が必要であり、開発

業者が県へ申請するに先立ち、町に対し意見書の交付願いがありました。町は、開発審議会で審

議を行った後、申請者へ意見書を交付しております。その後、業者が開発許可申請書に意見書を

添付し、県へ申請しております。 

 意見の内容については、１点目、現在開発区域にあるスクラップなどは撤去し、関係法令を遵

守すること。２点目、包含形状変更を伴う町道側溝は責任を持って管理すること。３点目、オイ

ルなどが流出しないよう十分な対策を講じるとともに、流出した場合は直ちに対応し処理するこ

と、４点目につきましては、地域住民の理解が得られるように地元説明会など必ず行うこと。

５点目でございます。トラブル発生時には、誠意を持ってこれに当たり解決すること。 

 以上の５項目でございます。 

 次に、開発申請の内容はどういうものかについてであります。日出町大字大神片平１６４５番

地ほか１３筆、面積９,４６２.５平方メートルに事務所、資材置き場、作業所を目的とし用地の

造成を行うものであります。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤 二郎君）  ９番、佐藤隆信君。 

○議員（９番 佐藤 隆信君）  私は、これで県の土木事務所にも行ってきました。 

 一番問題は何かというと、開発許可を下ろしたことなんですよ。というのは、先ほど課長が言

われましたように、開発許可申請なんか私はこれをもらってきました、お金を出して。予定建築

物の用途、事務所、資材置き場、作業所、開発の目的、事務所、資材置き場、作業所となってま

す。 

 町に申し入れられたときは、確かに３千平方メートル以上だから町の許可申請ではないのです。

ところが、業者ははじめ日出町にこの用紙を出して、日出町はこれをして、さっき言ったように

意見書を添えてくれと、多分言ったと思うんです。そのときに、このような内容が出て、現地を

調査しなかったのかと。あの開発許可を下ろすときに、許可を下ろすには、そういう申請書が出

たときに、町はあの地域に行って、これだけの内容が具体的に書かれているのに、ここでこうい

う仕事をすればあそこの地域の人がどんだけ被害に遭うのかということが町としてわからなかっ
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たのかと。 

 私は県に行って、県の許可を、何で状況を許したのかと、県の言うのは、いや、町の方から何

も意見書がついてなくて、このように来たから私のところは下ろしたっち言うんですよ。 

 じゃあ、日出町の担当は──町長が一番責任者ですが──町長は先ほど、日出町には環境のよ

い、人口３万人増やしたい、若い人が住みやすい町をつくりたい。今度あそこに行ったら逃げ出

したいっち言ってるんですよ。もう住めないと。じゃあ、町長の所信表明の言ったことと違うこ

とやってるわけですよ。その業者の開発許可の願いが出たときに、町はどう対処したのかと。こ

れ、私は具体的にまず第１に聞きたいんですよ。 

○議長（佐藤 二郎君）  都市建設課長、恵良知広君。 

○都市建設課長（恵良 知広君）  先ほども説明させていただきましたが、開発行為については、

建築物の建築または特定工作物の建設の用に供する目的で行う土地の区画形状、形質の変更につ

いて審査などを行うものであり、事務所、資材置き場、作業所に関しての指導は、開発の審査と

別にその関係機関に申請し、等々手続が必要かと存じております。 

 例えば、建築物については、建築基準法に基づく建築確認等が必要になってくると思います。 

 以上でございます。（発言する者あり） 

○議長（佐藤 二郎君）  ９番、佐藤隆信君。 

○議員（９番 佐藤 隆信君）  そう言うと思うたんですよ。県もそう言うんですよ。 

 じゃあ、その関係機関とはどこがそれを調査するんですか。じゃあ、どこがするんですか。要

するに、日出町の開発許可、日出町が出すんじゃないですよ、これ県が出すんですよ。だけど、

日出町に業者はこの文書を出してきたと思うんですよ、内容も書いて。そのときに、私のところ

は建物の平米とかするんで、こんなこと書かれても関係ないですよというんで審査するんですか。

そうじゃないでしょ。こういう審査ができたら、ここにどういうことがやるっちことまできちっ

と書いてるんだから、それについて審査機関はきちっとして、県の方に上げるんじゃないんです

か。 

 それともう１つ、先ほど言った環境保全条例の問題です。環境保全条例の第１条はどういうふ

うに書かれてますか。ちょっと読んでください。 

○議長（佐藤 二郎君）  生活環境課長、畑中博司君。 

○生活環境課長（畑中 博司君）  第１条を読んでくださいということでありますので、第１条を

読み上げます。 

 この条例は、日出町住民が基本的権利である健康で文化的な生活を営むうえにおいて、快適

な生活環境の確保がきわめて重要であることにかんがみ、大気汚染、水質汚濁、騒音等による

公害並びに産業廃棄物の不法投棄による環境破壊に関し町長、事業者及び住民の責務を明らか
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にすると共に、快適な生活環境を守るための施策の基本となる事項を定めることにより、その

施策の推進にあらゆる力を結集して、住民の快適な生活環境を守ることを目的とする。 

以上です。 

○議長（佐藤 二郎君）  ９番、佐藤隆信君。 

○議員（９番 佐藤 隆信君）  今読み上げたように、日出町の環境保全条例です。 

 要するに、住民が快適な生活を営むようにすると、そのためには騒音などは出してはならない

ということなんですよ。だけど、今の現状は、あそこは快適な生活ができる状態じゃないですよ。 

 この前、私もあそこの集会に、たまたまあそこを通りよったら、５０歳ぐらいの奥さんがちょ

っと聞いてくださいと。私のところはもう大変になったと。新しい家を建てて、日出町は良いと

ころだと、住んだと。ところが、今はもう住めないと。どこに行ってもとりあってくれないっち

いうんですよ。町に行っても、本当に何とかしようというのにはなってくれないと。きょう、話

があるんで聞きに来てください。だから、その日に私は保健所にも行きました。保健所はどうい

うことで、あそこにしたんだっていったら、保健所は車の保管場所です、解体は一切してはなり

ませんというふうに言いました。あとは、開発許可を下ろしたところの責任ですっち、こう言う

んですよ。 

 町長は、あっこの現場に行ってみましたか。どういう状況なのか、日出町が、３万人も増やす

という町がああいう状況をつくるとは、住むどころじゃありませんよ。私は、６月の議会も、

３月から６月、川崎地区のあの悪臭問題も取り上げました。あそこの人も別府から来たと。良い

ところだと。新しい家建ったと。ところが今は住めないと。友達にも、もう来るなと言ってると。

これで３万の都市ができますか。その辺を町長の答弁と、もし今のままで放置しちょったら町は

開発許可の申請が出たときに、こういう文書がついていて、県に何も意見書もつけないで出した

とするならばどう責任をとってあの問題を解決するのか、答弁お願いします。 

○議長（佐藤 二郎君）  だれが答えますか。（発言する者あり）町長、工藤義見君。 

○町長（工藤 義見君）  この問題は、１つには開発許可と若干産業廃棄物の処理に関する保健所、

２機関がやってそれぞれ法の方も規制も内容も、目的が若干違う。その中に危惧があるわけであ

ります。 

 私も、日出町で環境汚染だとか、あるいは騒音とか大気とか含めて、そういう状態が起こって

いいということを考えてるわけでありません。そのために、先だっても県にお伺いしましたが、

速見インター周辺で産業廃棄物中間処理施設ができるということで、私も議員の皆さんも御一緒

に県に行って、反対であるというふうに申し上げたわけです。 

 今１つ、ごく最近でありますが、町内のある施設の競売に関して、産業廃棄物を処理したいと

いうことで入札に応札しようと、こういうことがございました。しかし、町としてはなかなか賛
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同いたしかねるというようなこともいろいろ間接的に──入札するのは私どもじゃございません

ので、いろんな状況を申し上げて、そしたら結果としては、事業者の方がそういうことであれば

自分たちも理解するということで、入札に参加しなかったという経過があるわけであります。 

 大変、従来から２１３号線を走りますと大神の周辺地域が非常に見通しが、非常に景観を損な

うような事態になっております。そしてまあ、最近も──昨日も通りましたが、ちょっと２１３号

線から見えないようにちょっと覆いがされたようにあります。よそから見た景観という面では、

周辺の人はまあ確かに、今日もこうやって来られておりますが大変問題だろうと、そういうふう

に思います。 

 したがって、これは既に従前から事業を営んでおるわけであります。そして、土地の開発につ

いては地権者もあったわけであります。地権者の同意がなければまた規模拡大等もできなかった

わけで、いろんなものがかかわっておるわけでありますが、少なくとも今町として対処する権限

としては、騒音に関してはやってると。非常に騒音の測定、そのほかについてはお話があった都

度お伺いして、一定の限度内に収まるようにと、こういうことも申し上げております。 

 同時に、町に頻繁に文書をいただきます。町としては余り文書をいただいても、自主的にしっ

かり地元の皆さんと業者の皆さんがしっかりお話し合いをいただきたいと、そういうふうに申し

上げておりますが、なかなか地元と業者の話し合いはどうなってるのかちょっと、ややもう少し

十分話し合いが行われていいんではないかなと、そういうふうに私の考え方としてはあります。 

 どちらかが応じないとか、いろんなお話があるようでありますが、ここはいろいろな、いろん

な懸案があるわけでありますので、お互いに十分話し合う中で理解をしてもらうと、そういうこ

とで対処するということが私は次善の策、もっとも認められなきゃ一番いいわけですが、もう既

に許可されておるわけでありますので、そういう意味からすると、じゃあ具体的に何か違法状態

があるかと、こういうことになってまいりますと、なかなかそれも、これが違法であるという決

め手がなかなかないわけであります。 

 ですから、やはりこの公害とか、あるいは産廃問題というのは、地元の方と業者の方が十分話

し合うと、そういう中に町も一緒に入ってお話することについては、やぶさかでないと、そうい

うふうに私は申し上げておるわけでありますが、何か町に文書だけ出せば解決するという事態で

も、私はないような気がいたしております。 

 地元の人の御意見も私も直接お伺いもしたいし、業者の方からも具体的にお話を承りたいと、

そういうふうに思って、いずれにしても、やはり両者が１つの場に入って余り感情的にならずに、

ここはどういうにすべきかについてお互いに、お互いの考え方や意見を述べ合って、どういうふ

うにするのがお互いにいいのかというのはおのずから出てくるわけであります。 

 その辺について、まあぜひ地元の方も御理解していただいて十分な話し合いをしていただくと、
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こういうことが私としてはお願いを申し上げたいと、そういうふうに思っているところでありま

す。 

○議長（佐藤 二郎君）  ９番、佐藤隆信君。 

○議員（９番 佐藤 隆信君）  町長、その地元と業者が話し合いで解決できるようなもんならい

いんですよ。 

 産廃とかこういうものが解決できないから、もともと、もとを起こして、そこでそういう業を

していいですよと言うたところが、問題が起これば業者と話し合って解決せな悪いんですよ。産

廃もそのとおりなんですよ。それを今まで県は産廃はそうでなかったから、最近県はやっと事前

に許可下ろすときには地元と同意をするか、協定書結ばないと下ろさないっちいうようにかわっ

たんです。それは条例も法律もないんですよ、実際言うて。 

 だけど、いろいろ事故を起こして地元住民が困るのでそういうふうにかえたんですよ。条例が

ないのに県はかえた。だから、私が言ってるのは開発許可をする、開発をしたいと言うてきたと

きに、業者にどういう開発をするのかと、まずそこを聞くべきだと。だから、業者はここにこう

いう開発をするって言って文書も出してるんですよ。 

 だから、こういう開発をそこにした場合に、地元にどんなに影響がなるかっちいうのをまず最

初に自治体は調査をすべきじゃないんかっていう。それをしたんですかって言ってるですよ。し

ないで、そこをいいですよっちいうのを県にこういうに来たから審査会で審査したらいいですよ

っち県に上げたんなら、だれが責任ですか。許可を下ろした県が責任ですか、そのもとを起こし

た町が責任をとるんですかって。話し合いで解決するんだったら、わざわざ議会にも取り上げん

でいいんですよ。あそこで何回も話し合いもしてます。町も行ってあった。 

 だけど、解決しないからこそ問題に今なってるんです。だけど、現実被害を受けてるのはあそ

この人たちは大変な被害を受けとる。これは現地に行けば、だれもわかると思いますよ。この前

もあったように、大学生の子供がもう勉強はできないと、じゃあ６区が全部どっかに総引き上げ

するかと、莫大な金がかかると、それもできないと。だけど、もともと６区の人は後から来たん

じゃないんですよ。業者が後から来て、その仕事をしだしたんですよ。 

 それだったら、町が当然行政として業者に対して何らかの措置をするのか、この前山下さんは

こう言っていました。私は何も悪いことはしてないと。きちっと町や県に出した書類には、こう

いう業をするっち書いてある。だから、私は悪くないんです。当然ですよ、山下さんから見れば

このようにきちっと書いてあるから業をするのは当たり前、私はこれは絶対にこういうことは書

いてないっち思ったんですよ。だけど山下さんは、いや私の方は出しているんですからっちいう

んで、私本当にとってみたら書いてる。 

 じゃあ、これだけ具体的にここでこういう業をするっちうんで書かれて出したものを、現場に
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行ってよく調査をして、その住民と話し合って、何でそれをしなかったんですかっち言ってるん

ですよ。だって、山下さんもしてないでしょ、おたくが出したこの文書からしたら、山下さんに

しろといっても、そんな山下さんは何もしてない。してないでしょ、実際言うて。じゃあ、何で

したことなってるんですか。地元は話し合いも何もしてないですよ、業をする前に。 

 問題が起きてから、いろいろなったから話し合いをしだしただけでしょう。業を起こす前に山

下さんは地元との話し合い何もしてないですよ。おたくも当初は文書でやったちいうけど、あと

は何か口頭でやったなんか書いてるけど。この文書も滅茶苦茶なんですよ、おたくの出した文書

も。回答書──文書ちいうのは地元に回答してるのも無茶苦茶なんですよ。 

 だから、あそこを解決するには山下さんをどっかに撤去、転居──移すのか、どうするのか。

それ以外に私はあそこの問題は解決できないと思いますよ、どうですか。 

○議長（佐藤 二郎君）  手を挙げてください。 

○議員（９番 佐藤 隆信君）  どうですか。だって、おたくこの文書出してるんでしょ、いろい

ろ。答弁書を。答弁書は出してるんでしょ。（発言する者あり） 

○議長（佐藤 二郎君）  どなた答弁しますか。町長、工藤義見君。 

○町長（工藤 義見君）  既に審議会にかけ、町としての意見書を添付して出してるわけですから、

ね。（発言する者あり） 

○議長（佐藤 二郎君）  ９番、佐藤隆信君。 

○議員（９番 佐藤 隆信君）  意見書を出したのは、どういう言葉でどういう意見を町はつけた

んですか。こんなことしよる、具体的に出てるのに、あの地域でやるっちいうのに。 

 そこが私は一番問題だって言ってるですよ。（発言する者あり）何で意見書、こんな文書が出

て意見書をどういう具体的に県に出したんですかっち私言ってるんですよ。（発言する者あり） 

○議長（佐藤 二郎君）  町長、工藤義見君。 

○町長（工藤 義見君）  これは、法律的に手続として意見書を出すようになってるわけです。 

 ですからフリーハンドでいいですって言ってるわけじゃないんです。 

○議長（佐藤 二郎君）  ９番、佐藤隆信君。 

○議員（９番 佐藤 隆信君）  それだったら、私が言うのは、もう時間もないけど、私が言うの

は、これだけのことを書いちょって。 

 フリーハンドでないとするなら、これだけのことを書いちょるなら町が山下さんにこれを本当

にやるんですかと、私は当然聞かなくちゃ悪いので、山下さんやるっちて多分そのとき言ったと

思うんです。多分聞いてないと思うんですけど、聞いたら山下さんはやる。やるとするなら、あ

の地域でこれだけの業をお宅がやったら問題起きますよっちいうのを町はなぜ言わなかったんで

すかっちいうんですよ。 
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 県に行ったら、いや町は何も添えてこないんで、私んとこはいいと思って許可下ろしました、

土木事務所行ったら言うんですよ。当然許可を下ろしたら県も責任もありますよ。私は厳しく県

に言ったけど、だけど県は、いや一番初めは町からこういうふうに出てきたから私は意見書も何

も、これ以上…… 

○議長（佐藤 二郎君）  ９番、時間がありませんが、答弁がありませんが、どうしますか。 

○議員（９番 佐藤 隆信君）  答弁お願いします。 

○議長（佐藤 二郎君）  はい、答弁。都市建設課長、恵良知広君。 

○都市建設課長（恵良 知広君）  先ほど佐藤議員が申しておりました意見書ですかね、意見書に

つきましては開発業者に意見書、先ほど説明いたしました５項目について開発業者に交付してお

ります。 

 その意見書を添付して県の許可申請に添付しておると思います。（発言する者あり） 

……………………………………………………………………………… 

○議長（佐藤 二郎君）  お諮りいたします。ここでしばらく休憩をしたいと思います。これに御

異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤 二郎君）  異議なしと認めます。したがって、しばらく休憩をいたします。 

 午後１時１０分より再開いたします。 

午後０時00分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後１時08分再開 

○議長（佐藤 二郎君）  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 一般質問を続けます。１０番、荒金啓治君。１０番、荒金啓治君。 

○議員（１０番 荒金 啓治君）  １０番、荒金でございます。久しぶりに一般質問を行いたいと

いうふうに思います。 

 今回、食育に関するということで、その根幹を担っております学校給食センターの件について、

順次質問をしていきたいというふうに考えます。 

 そのほかで、ちょっと順番間違えましたけども、１の学校給食センターの民営化については、

最後の項目で食材の２、３、４をやってから民営化の質問に入りたいというふうに思います。 

 何しろ久しぶりの質問なので、間違い等もあるかもしれませんけども、順次一つずつ説明して

いきたいというふうに思います。 

 まず、学校給食センターの食材についてということで、今世間でも食の安全・安心が大変望ま

れている時代であります。新聞等で連日偽装問題とかそういうのでテレビ等も賑わってる次第で
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ございます。 

 昨年、私も社厚委員会、担当委員会ということで、委員会の席では食材の問題についてもお聞

きしたことがあります。その席で、教育長はまず地元産を使い、その次は県内産、九州産、そし

て国内産の順番に使っているいう話をお聞きしまして、大変私ども安心していたところなんです

けども、給食センターは運営委員会の管理のもとに置かれているわけなんですけども、運営委員

会の席に入ってる人がどうも鶏肉、豚肉に関したら国内産でそんなに安い値段ではないんじゃな

いかとかいうお話も聞きましたし、また精肉店の人にもお聞きしたら、肉、牛肉はまあまあ標準

価格らしいです。ただ豚肉、鶏肉に関しては、余りの安さで入札しているというお話もお聞きし

ました。鶏肉とかそういう肉だけじゃなくて、給食センターの中に入ってる人なんかに今回興味

がありましてお聞きしたんですけども、ハンバーグ類とかそういった魚類、それはもう缶詰です

かね、缶詰とか、チンをすればできる物がほとんどの食材だそうです。私は、値段とかそういっ

た栄養バランスは、当然のこと栄養士さんが考えてくれてるんだろうというふうに思ってるんで

すけども、昨年、実際に私ども委員会も給食センターに行って食事をしました。 

 そのときに、中学校の子供がこんな食事を食べているんだろうかちゅうぐらいのお粗末さとい

うんか、こういうような物が出てるんだろうかなという感じを受けて帰ったのが実際なんです。 

 それで、結局今回聞きたいのは、栄養とか値段とか栄養バランスだけを考えて購入するような

システムなのか、ちゃんと入札とか、教育長さんが把握してるのか、その辺をちょっとお聞きし

て、あと質問席で御質問したいと思います。 

○議長（佐藤 二郎君）  教育長、藤田政義君。 

○教育長（藤田 政義君）  荒金啓治議員の御質問にお答えいたします。 

 食材の中身についてでありますが、学校給食で提供しておる給食用食材の購入に当たりまして

は、食材納入業者に対し、食の安全・安心を確保する上で国内及び町内で生産された食材の納入

をお願いしております。ただいま御質問の中でも申されたとおりであります。 

 肉類に関しましては、牛肉、豚肉、鶏肉は、すべて国産品を使用しています。また、生産地等

がわかるよう表示する指導も行っております。 

 米飯用お米に関しては、大分県学校給食会と協議をいたしまして、本年２月から日出町で収穫

されたお米を使用しております。 

 野菜に関しては、日出町で収穫された野菜をできる限り使用するため、現在ＪＡ日出町農協や

サザンクロスにお願いいたしまして、納入の協力をしていただいております。 

 冷凍食品に関しましては、県内の学校給食共同調理場で冷凍食品を同様に購入している取り引

き業者で、安全な調理用食材商品を納入するよう指導し、使用しております。 

 今後とも、安全な食材の確保に努めてまいりたいと思っております。 
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 以上であります。 

○議長（佐藤 二郎君）  １０番、荒金啓治君。 

○議員（１０番 荒金 啓治君）  確かに、表示とか業者のいいなりになれば確かに国産品だろう

というふうに思います。 

 ただ、テレビの報道なんか見ても、鶏肉屋、県は忘れましたけども、そうした改ざんしてるの

が当たり前だと、業者がはっきりテレビの前で言ってた報道、教育長さん聞いたことあるでしょ

う。なら、それを鵜呑みにするのでなくて、やはりチェック体制っていうんですか、その辺をど

ういうふうにしてるかね。ただ、業者だけの話を聞いてしてるのか、やはり抜き取り調査をして

検査してもらうとか、そういう方向をやってるのか、ちょっとお聞きしたい。 

○議長（佐藤 二郎君）  教育長、藤田政義君。 

○教育長（藤田 政義君）  ただいま御指摘のことにつきましては、私の方からテレビ、新聞等で

大きく報道された場合、日出町給食センターではチェックを必ずしなさいという指示を出してお

ります。 

 指示を出して、その報告としては偽装品はありませんでしたという報告は受けております。 

 以上であります。 

○議長（佐藤 二郎君）  １０番、荒金啓治君。 

○議員（１０番 荒金 啓治君）  それでは、町独自で検査したわけですね。 

 それと、その件１つと、当然私どもは委員会で携わっているときに、手づくり、例えばハン

バーグ１個にしろ、僕なんか手づくりじゃという認識じゃったんですよ。それがもう、ほとんど

が、魚介類はほとんど全部缶詰だということを聞きまして、あそこの職員さんとか何人おるか知

りませんけれども、えれー手抜きじゃな、というふうな感覚でしかとらえられないんですね。 

 だから、その辺も、できるだけ将来を担う子供たちなんで、手づくりでおいしい物を食べさせ

てやりたいということで、その辺の改善も含めてちょっとお聞きしたいということです。 

○議長（佐藤 二郎君）  教育長、藤田政義君。 

○教育長（藤田 政義君）  お答えいたします。 

 調査は、町独自かということでありますが、給食センターでできる範囲のことをやっておりま

す。 

 また、品物によっては、学校給食会、県下に多く出しておりますので、その確認もいたして偽

装品の有無について調査をして報告をしてもらっております。 

 手づくりの心のこもった給食を出すべきではないかという御質問でありますが、ごもっともな

御意見だと思います。私もそれに関心が強くありまして、調査をいたしました。手づくりでして

おる物としては、すり身、お好み天、あるいは唐揚げ、とり天、魚のカボス煮、ちくわのいそべ

- 65 - 



揚げ、それから蒸し物としては目玉焼きとか巣ごもり等をやってますが、御指摘の魚類につきま

しては給食の対象児童・生徒が２,９００人であります。これ職員も入りますが、２,９００人の

分をつくる場合、魚類でいいますと１つの釜に７００人分、７００食分を入れて料理をしなけれ

ばなりません。その過程の中で形が壊れたり、焦げたり、温度の偏りが出たりする状況でありま

す。 

 ハンバーグ等におきましても２,９００食を扱いますと、下準備の段階からあわせますと、ま、

下準備を除きましても２時間３０分の時間がかかります。それにプラス下準備ということになり

ますし、コロッケあたりの場合も約２時間かかります。 

 そういうことで、給食センターでハンバーグ、魚の煮物、コロッケ等をつくりまして、それか

ら給食を各学校に配送すれば時間的に間に合わないというようなこともございますし、他の市町

村の共同調理場の実態も吟味をするようにということで調査をいたしましたが、日出町の共同調

理場と同じような形態でございます。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤 二郎君）  １０番、荒金啓治君。 

○議員（１０番 荒金 啓治君）  調査につきましては、やはり事前調査じゃなくて、抜き打ち調

査を、町独自でやるのでなくて、やっぱりそういった専門の業者に任せないと、多分偽装化ちゅ

うのは見抜けないと思うんですよ。 

 だから、その辺も踏まえて、年に何回かは専門の人に抜き打ちをやるようにしていただきたい

なというふうに思います。 

 それと、そういった手づくりの件なんですけども、時間的に見ると、夕方４時から３時半ぐら

いには皆さん仕事を終わられて、片づけもすべて終わって、４時ぐらいには大体終わるんではな

かろうかというふうに思います。 

 だから、そういった空き時間をちょっと前にずらして、早く終わる人も職員さんの中におるわ

けですから、そういう調整の中でやはり手づくりをしないといけない日は、朝出勤を早くしても

らうとか、そういう努力をしてもらって、できるだけ手づくりで安心した食材を与えていただけ

るように希望いたします。そういう努力をお願いいたします。 

 次に、これ食材とまたかんでるんですけども、職員さんは後で、職員については後でお話しし

ます。 

 先ほど米飯センターの件もちょっと答弁あったんですけども、今米飯センターは火、木が米か

な、パンかな、５日間あって３日間がお米の食材だそうです。それで２日間がパン食ということ

で今やってるそうなんですけれども、私がこれ何で聞くかというと、夏休み前に、日出中学校の

校長先生が御飯を食べたときに、ふたに、ふたの裏に異物ちゅんですか、ナメクジ、ナメクジが
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入っておったと。それをすぐ副町長さんに言うたんかな。早く調べて改善したほうがいいよとい

う話もした。当然もちろん教育長さんも知ってると思いますけども、その後、改善したもわから

ん、夏休み中にですね。その間にこうこうこう改善したとか、保健所に連絡したとか、そういう

話があればここであえて取り上げる必要もなかったんですけども、その後管理状態ですね、どう

いうような指導をしたんか、それをちょっとここで御説明をお願いたいというふうに思います。 

○議長（佐藤 二郎君）  教育長、藤田政義君。 

○教育長（藤田 政義君）  ただいま米飯、米の使用は月水金が、日出町は米飯をいたしておりま

す。米飯センターの管理についてお答えをいたします。大分県選定要領に基づき、大分県学校給

食会と有限会社速見杵築炊飯センターとの間で炊飯業者の委託契約が締結されており、速見杵築

米飯センターから米飯の供給を私ども日出町給食センターは供給してもらっております。 

 速見杵築炊飯センターの作業従事者に、衛生管理及び異物の混入を起こさないよう施設管理指

導や安心して食べられる米飯を供給していただくよう責任者に注意をいたしました。 

 この件には議員御指摘のように、そのことが所長から私のほうにその日のうちに報告がありま

したので、米飯センターにすぐ抗議をしなさいと、あわせて締結をしております学校給食セン

ターにもこういう事実があったという報告をし、学校給食センターからの指導もするようにと指

示をいたしたところであります。さらに作業従事者に対し指導強化を徹底させることもお願いを

いたしました。今後ともなお一層指導監督を強化をしてまいりたいと考えております。 

 以上であります。 

○議長（佐藤 二郎君）  １０番、荒金啓治君。 

○議員（１０番 荒金 啓治君）  指導したということなんですけども、その指導の中身です。だ

から例えばその指導の中身が僕は知りたいんです。例えば建設、例えば建物の不具合が悪いとか

汚れてるとか、そういうのがあったらやっぱり改善命令も当然出さにゃいけんじゃろうし、教育

長さんは実際に米飯センターに行ったことはありますか。 

○議長（佐藤 二郎君）  教育長、藤田政義君。 

○教育長（藤田 政義君）  米飯センターにつきましてのいろんなことについての報告等は、たび

たび受けておりますけれども、現地の状況をつぶさに見たという経緯はございません。 

 なお、この異物の混入した時点はなぜなのかということについても、所長を通じまして調べま

した。特に梅雨の時期でありまして、弁当を入れるコンテナを干しておったと、そのコンテナに

弁当を入れたということで、コンテナのほうにその異物があったのではなかろうかと。現在はこ

ういうふうに乾燥をしておる時期でありますので、そういう事態はありませんと。いずれにいた

しましても炊飯センターを私自身が行きまして調査をした事実はございません。 

 以上であります。 
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○議長（佐藤 二郎君）  １０番、荒金啓治君。 

○議員（１０番 荒金 啓治君）  私はやはりその教育行政のトップである教育長が、これ私はか

なり大きな問題だと思うんです。皆さんはたったそんだけのことと思うかもしれませんけども、

結局たまたま校長先生のふたでよかったんですけど、被害者は常に子供になるわけです。その辺

でも、そういうちっちゃなことでもやはり教育長さんが足を運んでいただいて、何で入ったんか

理由を調べていただいて、そして改善命令なり出したということを教えていただければ、こうい

う結果にならんかったんじゃなかろうかというふうに思います。 

 それと、今そういった米飯センターも結構古いわけですけれども、今パン屋さんとかいろんな

業者さん、パン屋さんかなりおると思うんです。それでこれ多分随意契約なんでしょうけども、

この辺の見直しもそろそろ考えたらどうかなと。後でまた民営化の話もしますけれども、それも

付随して、要はそういったことがあればやはりすぐ調査しながら、やっぱり１社だけじゃ怠慢に

なったりする可能性も十分あるんで、その随契の方法はもうずっと随契またやっていくのか、こ

れ変えることができないのか、ちょっとお願いします。 

○議長（佐藤 二郎君）  教育長、藤田政義君。 

○教育長（藤田 政義君）  先ほどの異物の混入につきましては、所長の報告を受けましてすぐそ

の当事者に会いまして状況の確認といいますか、お聞きしまして、その場でお断りをして陳謝を

いたした上で炊飯センター、あるいは学校給食会に厳重にこういう事態の発生ということで所長

を通じて連絡をいたさせました。 

 なお、改善命令、あるいは随意契約の見直し、そういうことについては今日はじめてお聞きい

たしましたので、問題点は何なのか、そういうことについては、今後御指摘のようなことについ

て内部で検討といいますか、させていただきたいと思います。 

 なお、保健所等についての連絡といいますか、これにつきましては、私のほうの完全な手落ち

でございまして、その点はいたしておりません。この場をお借りしましておわびを申し上げたい

と思います。今後そういうことの事態があれば困りますけれども、やはり常にそういう配慮をし

てまいりたいと考えております。 

○議長（佐藤 二郎君）  １０番、荒金啓治君。 

○議員（１０番 荒金 啓治君）  だから起こったことに対してはやむを得ないこともありましょ

うし、ただ事後処理というんですかね、それが大事なんで、十分に教育長が先頭に立って教育行

政を動かしていただきたいというふうに思います。 

 ちょっと順番狂いましたけども、私はこれなぜ質問するかというと、最近職場と職員について、

非常勤の調理員さんが頻繁によく辞めると、内部からのちょっと僕情報があったりしたんですけ

れども、職員間で取り方によればいじめらしきもんがあるんじゃなかろうかというふうなことで、

- 68 - 



ちょっと興味を持ちまして、いろんな関係者の人にいろいろ話を聞く中で、複数の人に聞いたん

ですけどもね、涙ながらに私に話してくれて、実態なんですけども、そういう人もおりました。 

 私はいじめがあったとか、なかったとかじゃなくて、そういった環境をつくった、センター長

なんかも多分知ってたと思うんです。だけどだれも口が出せなかった。名前も公表できませんし

ね、こういうことは。ただ、何とかしてくれと、極端な話、調理員さんが調理員で入ったのに、

最後は、私はトイレ掃除と食器洗いで、調理することなんか全然させてくれなかったと。とにか

く教えてもらうと、調理員さんいい人もおるらしいんです。教えてもらうと、その教えてくれた

人が怒られるもんだから、気の毒で聞けなかったりして、何もとにかく私は仕事させてくれない

ちゅう人もいました。 

 実際に携わった人、私も何人か聞いたんですけれども、確かにあったという証言を私も皆さん

から得てるんで、センター長にも当然そういう指導したんかという話はしましたけども、なかな

かいまだに直ってないような状況であるということで、私は、町長今日言われましたですね、職

員のことを、所信で。何て言ったかな、職員自ら一人一人が丁寧、親切で笑顔で町民サービスに

こたえたいと、そういう指導をずっとしてきたと。だけど調理員さんであるんですけどもね、

５名か、５名は公務員なんですよ。非常勤でもなく正職員ちゅうことは公務員さんなんです。公

務員さんが大きな罵声を出したり、そういうやっぱり公務員であるまじきない行為が多々あると

聞いて、実際に何人かの証言をしたらほとんどそうじゃったということなんで、今日この場に立

って職員の綱紀粛正ちゅんですか、それを。だからここの職員さんも非常勤さんいっぱいおりま

すよね、本庁にも。だけどここの非常勤さんは何も問題はないと。ただ、給食センターには、や

っぱりどうしても離れてるんで異常な世界なんかなと。その指導方針をやっぱりもっと徹底して

やってもらいたいちゅうことで、今日この場に立って今お願いしてるとこです。 

 ただ、これも私はいじめられた人も当然悪くありません。いじめた人は多少は悪いです。だけ

ど、こういう環境をつくった私は執行部が、一番悪いと思うんです。これから立て直しを、多分

教育長さんこういうことはまず最初に知ってたか知らなかったか、今の現況を。いじめがある、

いじめ、とらえたらいじめなんですけど、そういう職場環境にあったかということを実際に把握

できちょったかできんかったか、ちょっと言うてください。 

○議長（佐藤 二郎君）  教育長、藤田政義君。 

○教育長（藤田 政義君）  じゃ、お答えする前に、先ほどの把握しておったかどうかと、非常に

微妙なことでありまして、すべてを把握する立場にはございません。そういう点については職場

の融和を図り、きちっとした対応をするようにと所長に管理職としての立場できっちり指導すべ

きはしなさいという指示はしております。 

 全般的な点についてお答えをいたします。職場環境におきましては、共同調理場に勤務する正
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規職員の業務形態から、人事異動は行われておりません。したがって、業務に精通した経験豊富

な正規職員が多いのが現状です。共同調理場に従事する職員の管理体制は衛生管理、管理体制と

安全作業が厳しく求められる職場であり、特に調理作業に不慣れな非常勤職員等は徹底した指導

に慣れるまで困惑すると思います。しかし、こうした厳しい指導が今日まで引き継がれ、学校給

食共同調理場開始の昭和４３年から４０年間、調理作業中の事故や調理場内の食中毒は発生いた

しておりません。今後、正規職員と非常勤職員の間で頻繁にミーティングの場を設け、誤解され

ない指導の仕方やだれもが意見の言える明るい職場環境づくりに進めてまいりたいと、そのよう

に考えております。 

○議長（佐藤 二郎君）  １０番、荒金啓治君。 

○議員（１０番 荒金 啓治君）  ぜひそういうふうに努めていただきたいというふうに思います。 

 本当に涙ながらに、そういう泣いて辞めていった人いっぱいいるんです。だからこれからのた

めにも、これから非常勤で入ってくる人のためにも早くそういった職員の配置がえも当然だろう

し、こっちはいろいろ人事のことはわかりませんけども、検討してみてください。 

 職場というのはやっぱり楽しく、朝今日行って、子供のためにおいしいものつくっちゃろうと

いう気で行く人が集れば、それは手づくりであろうが時間かけてもボランティアでもつくってく

れると思うんですよ。だけど職員の中で明日行ったらまた怒られるとか、いじめられるとかいう

関係の中で決しておいしいものとか良いものは僕はつくれないというふうに思ってます。だから

食材も当然大事なんですけども、こういった調理員さんとか職員さんの管理体制を本当にしっか

りやっていただきたいというふうに思います。 

 そういうことを踏まえて、いろんな昨年委員会の中で民営化等の話もいろいろ僕なんかもして

きたんですけど、よその他県に研修に行くと、やっぱりセンター方式というのもありますけれど

も、建替え時期も、そろそろ耐用年数にきていると思われます。だから自校方式にするのかとか、

そういうふうなこともぜひ検討して、もし民営化まだ時間がかかるでしょうから、その前にいろ

いろな給食センターのアイデアを出して、例えばバイキングコースとか、私は１週間に１回弁当

の日を設けてもらいたいとか、そういうこともぜひ検討していただきたいと思います。 

 ちょっと時間がないのでこれで。答弁はいいです。 

 一つだけ、職員採用についてなんですけども、今回広報ひじで流れておりましたけど、職員の

募集案内が載ってました。かねてから学力も大事なんですけども、私は個人的にスポーツやって

まして、一流スポーツと申しますか、やっぱりスポーツに群を抜いて、たけてる人ですね、そう

いう人が役場に入れないかというふうにずっと思ってたんですけれども、そういった基準とか、

その辺は大変難しいだろうと思います。ただ、オリンピックもそうだし、今度国体もありまして、

そして、その優秀な選手ていうのは必ず私は役場の職場になっていただけると、礼儀、能力以外
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に違う能力を発揮していいんじゃなかろうかなという意見を持っております。それで今回募集が

ありますけれども、今回には間に合わないと思います。ただ、そういう町長、あと４年あります

ので、その中で検討課題としてぜひお願いいたしたいということで今日質問いたしました。町長

のほうからお願いいたします。 

○議長（佐藤 二郎君）  町長、工藤義見君。 

○町長（工藤 義見君）  それでは、荒金議員の職員の採用の関係について、もう少し時間があり

ますと総務課長がしっかりお答えする準備をいたしておったわけでありますが、その点は御理解

をいただいて、私、職員採用はやはり競争試験によって、町民の皆さんが中立公正に判断してい

い人事、いい職員を採用しているという評価がいただかなければならんと、そういうふうに思っ

てます。 

 そういう中で、このスポーツ選手、町が体育指導をするのに体育指導の免許を持ってる人を入

れるとか、トレーナーを入れるとか、そういう特定の専門職を持っている人たちを入れる場合と、

今言われたように、オリンピックで優勝したと、北島選手が大分県の日出町の学校に入ると、そ

ういう著名選手としてやや意味が違うわけであります。したがって、私はこれは町民の皆さんの

意向次第だと、こう私は思っています。コンセンサスが得られればできるわけであります。町長

おかしいことやったということであってはできないわけです。 

 ただ、今度県体があり、あるいは駅伝があったりするときに、日出町のこの名誉を守っていい

成績を上げるためにぜひスポーツ選手が要るんだと、こういうようなことで多くの町民の皆さん

がそういう判断をされれば、またそういうことについて１人だけじゃありません。やっぱり四、

五人すばらしい人たちを選考していただいて、その中から選ぶと、また選び方がいろいろあろう

と思います。 

 問題は、町民の皆さんが職員の採用に当たって公平にちゃんと適正に行われているかと、そう

いうことであります。一般的にはやはり競争試験によってやるのが趣旨だと、こういうふうに思

っておりますが、そういう中でスポーツの振興だとか、町民の意気高揚とか、そういう意味でど

ういうことができるかということは今後の課題だと、そういうふうに思ってます。これは皆さん

方の体育協会だとか、課のそれぞれの陸上競技連盟とか卓球とか、各種目あります。そういう人

たちがいろいろ議論される中で私どもにどういう方向がいいんじゃないかという御提言があれば、

喜んで受けさせていただきたいと、そういうふうに思います。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤 二郎君）  １０番、荒金啓治君。 

○議員（１０番 荒金 啓治君）  私もぜひそういうふうにやっていただきたいなというふうに思

っている１人でございます。多分、後ろにいる議員さんも半分以上の方はそう思っているんじゃ
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なかろうかというふうに思ってますので、ぜひその方向で御検討をお願いいたします。 

 以上で質問を終わります。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（佐藤 二郎君）  ８番、佐藤済江君。８番、佐藤済江君。 

○議員（８番 佐藤 済江君）  ８番、佐藤済江です。通告順に従い一般質問を行います。 

 公営住宅建設計画及び入居対策について。子育て中の若い世帯や低所得であえいでいる町民に

とって、公営住宅の入居希望者は、年々増加の傾向があることは承知のことと思います。６月議

会でも取り上げましたが、入居待ちの推移を再びお聞かせをいただきたい。お一人お一人があす

にも入居したくて待っているわけですし、その期待にこたえるのが行政サービス本来の姿ではな

いでしょうか。入居待ちの方々に一日でも早く入居させられるような対策はないものでしょうか、

お尋ねをいたします。 

 また、第４次総合計画で示されている住宅施策の進捗状況はどのようになっていますか。さら

に、この財政難の時期に住宅政策を展開するに当たり、住宅基金の必要性を提案いたします。町

長の御見解をお伺いいたします。 

 ２番目については、答弁席より行います。（発言する者あり）もとい、質問席より行います。 

○議長（佐藤 二郎君）  都市建設課長、恵良知広君。 

○都市建設課長（恵良 知広君）  佐藤済江議員の御質問にお答えします。 

 公営住宅建設計画及び入居対策についてでございます。 

 １点目の６月議会で問うた第４次日出町総合計画に対する答弁の、その後の進捗についてであ

ります。６月議会において町営住宅の建替え計画の検討は進んでいるのかという質問について、

総合計画では、町財政の状況を見きわめながら、町営住宅の建設計画を策定するようになってい

ると。また、仁王住宅、豊岡住宅については入居希望者が多いため、世代や所得層を考えた住宅

政策は必要と認識しているが、まだ具体的な取り組みに至っていないと回答いたしました。町営

住宅の建設には多額の建設費用が掛かるため、経済状況及び町財政状況を見きわめながら、建設

計画策定時期を決定していきたいと考えております。 

 ２点目の住宅施策を展開するためには、住宅基金の必要性があると思うが見解を問うについて

であります。町営住宅の建設計画策定の折には住宅基金も視野に入れながら策定していきたいと

思います。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤 二郎君）  ８番、佐藤済江君。 

○議員（８番 佐藤 済江君）  建設計画を策定する方向に行くということと、基金については視

野に入れていくという答弁をいただきましたが、今、町営住宅、募集停止をしているのは何戸あ
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りますでしょうか。 

○議長（佐藤 二郎君）  都市建設課長、恵良知広君。 

○都市建設課長（恵良 知広君）  町営住宅の中で募集停止をかけているのは何戸ということでご

ざいます。現在、青津山住宅ですが、７８棟募集停止を行っております。７８戸です。（発言す

る者あり） 

○議長（佐藤 二郎君）  ８番、佐藤済江君。 

○議員（８番 佐藤 済江君）  募集停止は７８もありますか。前回の答弁では１０、楠を入れて

１３というふうにあったと思いますが、７８もありましたか。再度答弁をお願いいたします。 

○議長（佐藤 二郎君）  都市建設課長、恵良知広君。 

○都市建設課長（恵良 知広君）  現在、楠住宅ですかね、今１０戸、戸数がありますけれども、

これについては募集、１０戸募集停止を行っております。（発言する者あり） 

 それと市の原住宅ですかね、これが今２戸ございますけれども、これについても一応募集停止

で廃止の方向を考えております。 

 それと青津山住宅ですかね、現在２３棟で１０３戸、戸数がございますけども、その中で２階

建ての４棟２５戸については、このまま空き家が出れば募集をかけていきたいと思っております

けども、平屋の１９棟ですか、１９棟の中の７８戸、いつも募集停止して空き家が今１１戸にな

っている状況でございます。これまだ今言う時期的に──一応空き家が出れば募集はもうしませ

んということで。 

○議長（佐藤 二郎君）  ８番、佐藤済江君。 

○議員（８番 佐藤 済江君）  前回の議事録も調べていただいたらわかると思いますが、募集停

止は１３とお聞きしております。今回聞いたわけですけれども、７８もあるわけですか。質問を

続けますが、そういうことで非常に募集停止ということは、それだけ町民にその機会がないとい

うことでございます。なぜ私が老朽化も含めこの町営住宅の不足に対して、やはり担当課に６月

議会から申しておるわけですけれども、その策定計画について６月議会から本会議で議員が質問

をいたします。その結果、進捗状況はどうかということで皆様その答弁を聞かれたとおりでござ

いますが、この募集停止７８という数字に対して町長はどのようにお考えでしょうか。 

○議長（佐藤 二郎君）  町長、工藤義見君。 

○町長（工藤 義見君）  佐藤済江議員の町営住宅の件についてお答え申し上げます。青津山住宅

については、先ほど１０３戸というふうに、戸数はそうであります。そして７８戸といいますの

は、４２年から４８年にかけて建設してまして、大変老朽化しております。大変もう危険でござ

いますので、そしてまた、それを転出するときに改造すると多大の経費を要するわけであります

ので、町としては、先ほど課長が申し上げたとおりであります。空いたところにはもう移転はし
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てもらっても、より新しいとこに移転はしてもらっても、後は入れないという方針を持っておる

わけであります。 

 そういうような状況の中で、議員が先ほど、町営住宅の中低所得者向けの住宅確保というのは、

必要性があるということは私も十分理解ができるわけで、６月議会でも大変熱心な質問をいただ

きまして、私も十分その後内部で検討をさせていただいたわけであります。しかしながら、今の

ような形で、今の料金、３千円とか５千円とか、あるところは２千円ぐらいになったりするわけ

でありますが、そういう低家賃で維持するということは、もう困難であります。そこにまた

５０万、１００万というようなお金をかけていくこともまた、これまた大変問題であると、そう

いうふうな認識を持っておりますので、できるだけ、せんだっての議員御指摘では何か借り上げ

るとか、あるいはまた、立ち退いた後、一斉に建替えてまた入れたらどうかというようなお話し

もあったわけでありますが、しかし、建替えますと２万円台後半、２万８千円から３万円にかけ

て、まして若干広くなると３万円台を超えるわけであります。そういうふうな家賃を今後必要に

なってくるわけであります。 

 私は制度としては大変いい制度がありまして、４５％は補助金をいただくし、あと残はすべて

起債で対応できるわけであります。したがって、私どもは内部で検討しておりますのは、青津山

のあの住宅を一時立ち退いていただくとかいろんな方法があると思います。しかし、今のままで

はちくはぐであります。とんばらとんばら空いてくるわけであります。そういうことからいろん

などういう方向がいいのかということについては、鋭意検討させていただいておるわけでありま

す。 

 そしてまた、先ほど課長がお話し申し上げたように、新たな公営住宅、町営住宅をどうするの

かということ、そしてまた、基金の積み立てについてどういうふうに考えるかというのは、せん

だっての６月の議会等でお話しいただいておりますので、引き続き検討はさせていただこうと、

そういうふうに思っております。 

 ただ、今すぐやるという形での御報告は、まだまだできてないということを申し上げたいと思

います。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤 二郎君）  ８番、佐藤済江君。 

○議員（８番 佐藤 済江君）  やっぱりこの数字が違うということで、きょう若干もう本当にび

っくりいたしました。（発言する者あり） 

 今、ただいま町長から答弁をいただきまして、鋭意検討すると、そういうことと、それから空

いたところは入居しないという方針であると。だから募集停止をしているのは方針ですね。そし

てまた、低家賃のところに財源は入れられないと、そういうふうに答弁をおっしゃいました。
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（発言する者あり）私はそういうふうに書きとめましたが、じゃ、違ったら後でまた言ってくだ

さい。低家賃でそこが新しくなると、その家賃ではいかなくなるという答弁ですから、要するに

低家賃のところには財源を入れることによって町民の人たちが困るだろうと、そういう御配慮の

答弁かと思いますが、公営住宅法についてはもう私が言うまでもなく、その中身は御承知のこと

と思いますが、この行政の役割として、もう本当に危険で不衛生で、そういうところをずっとほ

うっておく。 

 そして今回の所信表明、先ほどの森議員の中にも町長の２期目に当たりというところでお話し

がありました、６項目。それから課題としても７項目書きとめましたが、その中に住宅政策につ

いては一つも上がっておりません。それについて、私はこの老朽化した危険きわまりない、もう

雨が降ったらくみ取り便所に水が入り込む、そして今入居が長くなっているところのネタ木、床

がすとんと落ちる、それから排水管が途中で折れてて、使用している人は何かじめじめする、そ

したら畳が落ちる。そして３年前ですかね、入居したところが湿気のために押入れのベニヤが、

そこ見に行って、抜けたておっしゃったから行ったんです。入居されたのはいつですかていうと、

私古いと思ったんですね。３年前ということでした。そしたらベニヤだもんだから、そこが本当

に石が見えるんですよ。そこには２人の子供も、小さい子供がいます。ゴキブリもいます。もう

本当に青津山は、よくぞやっぱり家賃が安いということで我慢をしておられる。やっぱそれにつ

いて議員として、私は代弁をさせていただいております。 

 そういう中で、この課題の中にもそれが入っていないということに対して、町長はどういうふ

うに御答弁されますか。 

○議長（佐藤 二郎君）  都市建設課長、恵良知広君。 

○都市建設課長（恵良 知広君）  先ほどの説明の中で６月議会に戸数が違うんじゃないかなとい

うことの指摘がございましたけども、６月議会の中で、これら耐用年限が過ぎた老朽住宅に現在

６７戸が入居していますが、退去に伴う空室については現在募集を停止していますと報告してお

ります。６７戸というのは７８戸から１１戸空室がありますので、差し引きしたときには６７戸

ということでございます。 

○議長（佐藤 二郎君）  町長、工藤義見君。 

○町長（工藤 義見君）  町営住宅を私も県下市町村の中で、人口に対してどの程度の公営住宅が

あるかと、そういうようなことも資料として調査させていただきました。 

 その中で日出町は大変ある意味では申しわけないんでありますが、引き続き人口が増加の状況

にあります。しかし、今言われるように中低所得住宅というのは必要性は十分理解をしておるわ

けであります。 

 県下の周辺部については、やっぱり人口を増やしたいといういろんな対策から、いろいろ公営
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住宅を造って考えよう、造って人の招致をいたしておりますが、なかなか空の部屋といいますか、

充足しないで空いたままになってるとこも相当あるやに、私は感じております。 

 日出町の場合はつくらないということではなくて、大変行財政改革をやってる最中であります

ので、いろんな希望的な感触、いろんな思いがありましても、今こうする、ああするという段階

にないということで触れておりません。 

 それといま一つ、低所得者に対処しないかといいますと、やっぱり今はどこでもございますが、

日出町だけではございません。新しい公営住宅が建つと、どうしても耐用年数そのほかの計算を

いたしましても、計算としては２万円を超す状況にある。これは、それ以上安いとこは私は県下

ないであろうと、そういうふうに思いますが、いずれにしても２千円とか５千円とか、そういう

単位での入居はかなり無理があるんではないかと、そういうことで、じゃどうするかという問題

も同時にあるわけです。ですから、そういう問題も含めて私も対処方法について考えてまいらな

きゃならないと、そういうふうに思ってるとこであります。 

 以上です。 

○議長（佐藤 二郎君）  ８番、佐藤済江君。 

○議員（８番 佐藤 済江君）  行革の最中なのでそこに手をつけられないと、そういう御答弁の

ようでありますが、これはまさにやはり工藤町政の方針というふうに承りますが、今後さまざま

な政策をやるというふうに言っておられます。先般も反対討論で川崎の公園の購入に関して、私

ははっきりと優先順位が違うんではないかと、そういう財源があり、起債をかけることができる

ならば、せめてそういう住宅が抜けたり、まず不衛生で危ない、危険を、そこを回避する。住宅

家賃を、そういう人たちは新しくしたらお金を上がった住宅で困るんではないか、それはすり替

えだと思います。そのことについては、もう一度答弁をお願いいたしますが、これは私はすり替

えだと思います。それについてどう思われますか。 

○議長（佐藤 二郎君）  町長、工藤義見君。 

○町長（工藤 義見君）  決してすり替えではございません。やはり住宅を建てる場合には、そこ

に対する建築費、資材費を含めて一定の計算式があるわけでありますので、今まで全国多くの地

域で公営住宅の建替えに入っております。そういうときに常に問題になりますのは、今議員御指

摘の状況であります。今まで入ってて、新しくできたときに入れてもらえるのかどうかというこ

とになるわけであります。しかし、なかなか、はいそうしますということにはならないわけであ

りまして、そういう場合には、町の中でも段階的に激変緩和という形で、初年度にはこうする、

２年、３年ではこうするというような形の住宅家賃のランクづけ、ランクづけといいますか、一

つの時間を置いて、できるだけ一定の水準まで払えるようにということで状況を猶予して、そう

いう対応をしているわけであります。したがって、何とも非常に悩ましいところでありますが、
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それについてこうするということについての考え方を今はっきり持っておりませんので、十分そ

ういうことも含めて、ただ、今例えば一部、榎住宅でありますが、非常に安い家賃です。もうほ

とんど老朽化しておりまして、もう５０年を超えておる状況であります。危険です、まさに危険

であります。ですから、本来は立ち退きいただくように、もう１年以上ぐらいになりますが、い

ろいろお願いをしたりしておるわけであります。 

 そういうことをして、それといま一つ、あれは２１３号線の２戸、３戸とありました家につい

ても非常に危険でございますので、御移転をいただいて、もう既に家屋を倒して、片づけまして、

今更地にして、これはもう既に手放しておるところでありますが、いろんなことをする中で、非

常に青津山住宅については、どうしたものであるかということについて、内部で議論してるとい

うことを、御理解いただきたいと思います。 

○議長（佐藤 二郎君）  ８番、佐藤済江君。 

○議員（８番 佐藤 済江君）  そこで前回公営住宅の借り上げ制度について十分担当課も調べて

おられると思いますが、ここで傍聴の方もおられますので、それとまた民間のそういう貸し部屋

ですかね、そういう方ともお話しをしたときに、このやっぱ特区制度のことについてむしろ知っ

ておられました、よく。それでお話しをしたんですが、この住宅、公営住宅借り上げ特区構想と

いうことで、神奈川県の小田原市がそれを運用直前にいっているという、調べたらでてきました。 

 どういうことかといいますと、既存の民間賃貸住宅を公営住宅として借り上げる場合、公営住

宅等整備基準の適用を緩和、一定の基準があるわけですね。これの適用を緩和し、追加工事等を

不要とする。これにより既存の民間賃貸住宅を現状のまま借り上げることが可能となる。また、

民間ストックを有効活用できるとともに、建物所有者の新たな投資が不要になり、新築に比較し

て低い賃貸料で公営住宅を確保し、公営住宅の的確な供給が可能になるというようなことで、日

出町だけではなく、やはり財政厳しい町村の課題、しかし日出町は住宅の手当てについて人口増

であったために、その住宅戸数の全体と、それから人口増のためにその供給に間に合わないとい

うようなことでございますので、ただ、これは子育て支援策としても、この住宅と福祉ていうの

は非常に結びついているわけです。住が充足されないと、そこの次の生活という基盤が立たない

わけです。今一例のケースを私ずっと１カ月前から担当しておりますが、それが即、それに当た

るかということは申し上げませんが、住宅政策は子育て支援策と関連をしているということを町

長にわかっていただきたい。 

 そしてこの第４次日出町の総合計画は実施計画３年ごとですよね。ね、実施計画３年ごとに見

直すんでしょ、実施計画は。ですから、それまでには何とか方針が出せるんでしょうか、御答弁

をお願いいたします。 

○議長（佐藤 二郎君）  町長、工藤義見君。 
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○町長（工藤 義見君）  それでは、お答えします。小田原市で特区制度によってそういう制度が

あるということでありますが、承りましたので、十分調査をさせていただきたいと思います。 

 内部でもいろいろ議論いたしておりますが、１棟１２戸仮に造るといたしますと、やはり２億

円掛るわけであります。今は前さっき言ったようにかなりの戸数であります。一体何戸どうする

かということも大変大きな重大なものに、課題になってまいります。そういう中で議員が言われ

たように、子育ての問題と住宅の問題というのは、特に低、中所得者については、まさにそうい

うことだろうと思います。住宅が安定するということは、大変重要なことであろうと、そういう

ふうに思っております。そういう意味から、そういう住宅ができれば、そういう方々がまた交通

の便もいいわけでありますから、そこに住みつけばそれなりに町の浮揚発展につながるわけであ

ります。いずれにしても、どういうことに方向づけをしていくかということは、大変軽々に申し

上げられないということも御理解をいただきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（佐藤 二郎君）  ８番、佐藤済江君。 

○議員（８番 佐藤 済江君）  なかなか慎重であられますが、川崎の公園にこだわりますが、あ

そこの使用目的は、町民のスポーツ振興並びにたしかそういう地震とかの避難場所ということで

ございましたですね。まさにもう避難する前に青津山住宅は壊れるということを御承知おきをい

ただきたいというふうに思います。 

 また、この軽々に申されないということで期待をいたします。その後ですね、できて、今回、

今度は実施計画どおり町長並びに担当課がしっかり対応をして、満足のいく計画ができることを

お願いしながら、楽しみに待っておりますので、よろしくお願いいたします。 

 次に参ります。食を担う完全米飯給食の実施をということで３点についてお尋ねをいたします。 

 近年における国民の食をめぐる環境の変化の中、子供たちが健全な心と体を養い、未来や国際

社会に羽ばたくためには、さまざまな経験を通じて食に関する知識と食を選択する力を習得し、

子供たちが豊かな人間性をはぐくみ、生きる力を身につける食育の重要性が叫ばれているところ

です。 

 このことは、去る３月定例議会でも取り上げました。内容は平成１７年度に施行された食育基

本法を受けて、日出町でも早期に条例化に取り組むべしと質問をしたところです。今回は通告に

従いまして、食の教育という新たな役割を果たす学校給食について３点につき質問をいたします。 

 第１点目、藤田教育長が考えておられる食育とは、どのようにお考えなのか。２番目、学校給

食の改善点で、安心安全な給食を食べさせるための工夫。それから完全米飯給食への取り組みに

ついてと、３番目が、子供が食べたい物より食べさせたい物を出し続けるという考えについて、

御所見をお伺いをいたします。 
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○議長（佐藤 二郎君）  教育長、藤田政義君。 

○教育長（藤田 政義君）  佐藤済江議員の御質問にお答えいたします。 

 まず、１点目の教育長が考える食育とはという御質問でございますが、平成１７年に制定され

た食育基本法で示されておりますが、食育は生きていく上での基本であると考えております。し

たがいまして、知育、徳育、体育の基礎をなすものであり、不規則な食習慣や栄養バランスの偏

りをなくすことだと思います。 

 次に、２点目の学校給食の改善についてであります。安心安全な給食を食べさせるための工夫、

米飯給食への取り組みについてでありますが、近年偏った栄養摂取、朝食欠食や食生活の乱れ、

肥満傾向の増大、過度の痩身など社会的にも問題となっております。これらを踏まえて日出町で

は米飯給食は週３回行っています。米飯は肥満防止や食物アレルギーに効果的であると言われて

おります。週５回の完全米飯給食をとの御質問でございますが、コストアップの問題等もあり、

今後保護者と十分協議をしていく必要があると考えております。 

 次に、３点目の子供が食べたい物より食べさせたい物を出し続けるという考え方についてであ

ります。給食共同調理場では、成長期の児童生徒に必要な栄養を考えた献立を立てております。

毎年給食アンケートをとり、リクエスト献立も取り入れております。御質問の食べさせたい物を

出し続けるという考え方については、食育について年間を通して学校、家庭、地域で専門的な指

導が必要であると思います。文科省は、食育基本法で示されている学校における食育推進の中核

的役割を担う栄養教諭制度の導入を行っております。毎日の給食指導はもとより、食に関するす

べての指導を行っております。特に、地場産品の活用や米飯給食の充実を進めています。栄養教

諭の配置は県教育委員会の判断ですので、県内に配置されている市町村の状況を調査し、導入の

可能性について研究してまいりたいと考えております。 

 以上であります。 

○議長（佐藤 二郎君）  ８番、佐藤済江君。 

○議員（８番 佐藤 済江君）  荒金議員が安心安全の給食を食べさせるための工夫ということは

るる７点、７項目について具体的に聞いて答弁をいただいたところで、この米飯給食については、

コストの面という御答弁がありましたですね。この完全米飯給食の実施に関して新潟県の三条市

の取り組みについて、そこに同僚議員がおりますので、今回質問に先立ち具体的な取り組みにつ

いてるるお話しを聞いたところで、本当に行政主導のやはり市長の英断、やはりこれには、やは

り現場ではなかなかその今３、文科省のあれでは３回が、日出町はその３回を実施しているので、

全国でも３回実施が７０.９％ということで、標準はいってるわけですけれども、この町長の日

出町が大分県でも自立をしていく、活力というふうにおっしゃいましたけれども、そういう中で

食の問題というのはやはり政治的な行政主導で、これは現場のお母さんたちというよりも、やは
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りこの米飯給食の大切さ、そういうものについて行政の方たちがもっと情報を集めて、なぜ必要

なのかというようなことをやはり講演会等講師を招くとか、そういうことで取り組んでいただき

たいというふうに思っております。 

 時間がありませんので、それについて町長お考えをお聞きしたいことと、それから日出町は何

人の調理人で２,９００食を届けておるんでしょうか。その２点についてお尋ねをいたします。 

○議長（佐藤 二郎君）  教育長、藤田政義君。 

○教育長（藤田 政義君）  共同調理場１８名で２,９００食をつくっております。なお、コスト

の問題、指摘されましたけれども、パンと米飯の差でありますが、小学校で２２円７６銭、中学

で２４円８銭、米飯のほうが高いという調査結果が出ております。こういう点につきましても、

栄養教諭の配置という点について御指摘のように努力をしてまいりたいと、そのように考えてお

ります。 

○議長（佐藤 二郎君）  町長、工藤義見君。 

○町長（工藤 義見君）  米飯給食が現在月水金ということです。３日ということです。炊飯セン

ターでつくっているということでありますが、杵築も一緒でありますので、本当に日出町のお米

が全量使っているかというと、私はこれも疑問に思っております。やはり、なかなか日出町自身

で米が農協に集らないという事態があります。そういうことがあったりしますので、どういう自

給の問題になっておるのか十分調査したいと思います。 

 私は、戦後は粉ミルクとパンで育ったわけでありますが、私は日本は本来やっぱりお米を中心

にしながら、今農業と食料の問題があります。そういうこともありますので、私はできれば進め

るべきだと思いますが、今言われますように、炊飯センターの能力とか人員とか供給体制、今い

ろいろな副食物はこの日出の調理場から出ておりますし、お米、御飯は杵築から出てるわけであ

ります。そういうことを含めて本当に現状がどうなっているのか、私は教育長とともによく調査

をして、そしてまた、まだ３回が４回になる余地があるのかどうか、それと今、私はお米のほう

が高いということについてもちょっと若干疑問に思っております。本来お米、おにぎりを３つす

ればそれはもっと安いはずであります。私は今まで農政の中で米の問題をいろいろ考えてまいり

ました。県のときも考えてまいりましたが、私は米のほうがはるかに安いと、こういうことで私

は頭に理解してたわけですが、今の数字からいくとちょっと高いと、こういうことであります。

そういうことも含めて、私も納得を自分自身もした上で米飯給食も含めて学校給食のあり方とい

うのは、教育長ともども、教育委員会ともども、もう少し研究させていただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（佐藤 二郎君）  これで一般質問を終わります。 

────────────・────・──────────── 
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散会の宣告 

○議長（佐藤 二郎君）  以上で、本日の日程は全部終了しました。本日はこれで散会したいと思

います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤 二郎君）  異議なしと認めます。したがって、本日はこれにて散会することに決定

しました。 

 本日はこれで散会します。御苦労さまでした。 

午後２時31分散会 

────────────────────────────── 
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